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《
論
説
》労
働
者
派
遣
と
偽
装
請
負
を
め
ぐ
る
日
独
比
較
法
高
橋
賢
司
一
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
フ
レ
キ
シ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
八
〇
年
代
以
来
、
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
概
念
が
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
労
働
法
へ
も
た
ら
さ
れ
て
来
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
レ
ポ
?1
）
ー
ト
で
は
、
労
働
の
分
野
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
は
、
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
ⅰ)
広
い
レ
ベ
ル
で
の
経
済
上
の
実
労
働
コ
ス
ト
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ⅱ)
職
業
と
企
業
を
超
え
た
相
対
的
労
働
コ
ス
ト
の
順
応
性
ⅲ)
労
働
の
移
動
性
ⅳ)
労
働
時
間
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
経
済
学
者
は
、
常
に
、
失
業
の
撲
滅
を
目
的
と
し
て
、
労
働
市
場
の
機
能
不
全
を
問
題
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、V
on van B
urg
は
、
雇
用
と
社
会
的
事
項
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
内
の
委
員
会
に
お
い
て
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
労
働
組
織
101
を
新
た
な
契
約
の
枠
組
み
で
導
入
し
、「
規
整
さ
れ
た
柔
軟
性
の
新
た
な
形
態
」
も
導
入
す
る
べ
き
だ
と
し
、
当
該
労
働
者
に
対
し
相
当
な
安
定
性
と
よ
り
高
い
職
業
上
の
地
位
を
保
障
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
時
に
、
企
業
の
需
要
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
述
べ
た
。
二
〇
〇
七
年
一
二
月
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
は
、
共
通
の
フ
レ
キ
シ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
原
則
に
同
意
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
労
働
市
場
に
お
い
て
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
安
定
性
と
の
間
に
均
衡
の
取
れ
た
関
係
を
考
慮
す
る
も
の
で
、
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
活
用
す
る
使
用
者
に
も
、
助
力
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
労
働
者
派
遣
指
令
二
〇
〇
八
／
一
〇
四
は
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
連
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
労
働
者
派
遣
指
令
二
〇
〇
八
／
一
〇
四
は
、
特
に
、
雇
用
の
安
定
と
労
働
市
場
の
分
化
減
少
と
結
び
つ
い
て
、
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
促
進
を
強
調
し
た
。
指
令
の
提
案
、
二
〇
〇
二
年
三
月
二
〇
日
の
「
派
遣
労
働
者
の
労
働
条
件
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
及
び
理
事
会
指
令
に
関
す
る
?2
）
提
案
」
で
は
、
労
働
者
派
遣
は
、
一
方
で
は
、
人
員
利
用
の
た
め
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
企
業
の
需
要
を
充
足
さ
せ
る
も
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
労
働
の
量
だ
け
で
は
な
く
、
質
が
問
わ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
念
自
体
は
、
日
本
で
も
学
説
に
お
い
て
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
、
フ
レ
キ
リ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
規
制
緩
和
は
、
依
然
、
日
本
の
立
法
に
お
い
て
は
、
経
済
成
長
を
目
的
と
し
て
追
求
さ
れ
、
雇
用
の
安
定
性
は
部
分
的
に
し
か
考
慮
さ
れ
な
い
。
失
業
の
撲
滅
を
目
的
と
し
た
労
働
市
場
の
機
能
不
全
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
日
本
の
マ
ク
ロ
経
済
学
者
か
ら
も
、
フ
レ
キ
リ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
が
も
た
れ
て
い
る
。
不
景
気
の
時
期
に
は
、
労
働
需
要
の
不
足
が
問
題
の
重
点
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
雇
用
を
生
み
出
す
よ
り
多
く
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
新
た
な
産
業
が
（
日
本
や
ア
メ
リ
カ
で
は
グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
）、
見
つ
け
出
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
限
り
で
は
、
景
気
の
悪
い
時
期
に
は
、
フ
レ
キ
リ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
機
能
す
る
余
地
は
あ
ま
り
な
い
。
好
景
気
の
時
期
の
み
、
フ
レ
キ
リ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
成
長
と
雇
用
に
役
立
つ
の
で
?3
）
あ
る
。
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二?一
時
的
な
労
働
」
の
概
念
と
派
遣
可
能
期
間
１
Ｅ
Ｕ
法
Ｅ
Ｕ
指
令
の
制
定
過
程
を
こ
こ
で
厳
密
に
掘
り
下
げ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
雇
用
と
社
会
的
事
項
に
関
す
る
委
員
会
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
二
三
日
の
会
議
に
お
い
て
、Ieke van den B
urg
女
史
を
報
告
者
と
し
て
任
命
し
た
。
彼
女
は
、
労
働
者
派
遣
の
新
た
な
定
義
を
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
?派
遣
労
働
者
と
は
、
一
時
的
に
（zeitw
eilig
）、
派
遣
企
業
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
指
揮
と
監
督
の
も
と
で
業
務
を
行
な
う
た
め
、
派
遣
企
業
と
雇
用
契
約
を
締
結
し
、
あ
る
い
は
、
期
限
の
定
め
の
な
い
又
は
期
限
の
定
め
の
あ
る
期
間
の
雇
用
関
係
に
入
る
者
で
?4
）
あ
る
。」
?期
限
の
定
め
を
定
め
て
（befristet
）」
と
い
う
語
が
、
つ
い
で
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
八
日
の
指
令
の
変
更
提
案
に
お
い
て
?5
）
現
れ
、
派
遣
と
は
、「
派
遣
先
企
業
の
監
督
と
指
揮
の
も
と
で
期
間
を
定
め
て
（befristet
）
働
く
た
め
の
、
派
遣
労
働
者
が
派
遣
先
企
業
に
使
用
さ
れ
る
期
間
の
派
遣
」
と
定
義
さ
れ
る
。
本
指
令
で
は
、
そ
の
後
、「
期
限
の
定
め
を
定
め
て
（befristet
）」
と
い
う
語
が
「
一
時
的
な
（voru?bergehend
）」
と
い
う
語
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
制
定
過
程
か
ら
は
、
確
か
に
、
お
そ
ら
く
、
派
遣
可
能
期
間
を
時
間
的
に
明
確
に
す
る
こ
と
は
（
例
え
ば
、
半
年
、
二
年
な
ど
）、
放
棄
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
派
遣
可
能
期
間
を
無
制
限
に
す
る
趣
旨
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
一
貫
し
て
、「
一
時
的
な
」
労
働
へ
派
遣
可
能
期
間
の
時
間
的
な
量
と
程
度
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
こ
と
は
読
み
取
?6
）
れ
る
。
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そ
れ
ゆ
え
、
長
期
の
派
遣
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
制
定
過
程
か
ら
推
断
さ
れ
る
立
法
者
の
意
思
と
ド
イ
ツ
語
の
?7
）
語
義
か
ら
、
大
き
く
外
れ
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
２
ド
イ
ツ
法
ド
イ
ツ
で
は
、
一
時
的
な
労
働
と
い
う
概
念
が
、
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
九
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
及
び
理
事
会
二
〇
〇
八
／
一
〇
四
指
令
に
な
ら
っ
て
導
入
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
改
正
労
働
者
派
遣
法
一
条
に
よ
れ
ば
、「
⑴
派
遣
元
と
し
て
第
三
者
（
派
遣
先
）
に
労
働
者
（
派
遣
労
働
者
）
を
労
働
の
提
供
の
た
め
そ
の
経
済
的
な
活
動
の
範
囲
内
で
派
遣
し
よ
う
と
す
る
、
使
用
者
は
、
許
可
を
必
要
と
す
る
。
派
遣
先
へ
の
派
遣
労
働
者
の
派
遣
は
、
一
時
的
に
行
わ
れ
る
。（
…
…
）」
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
上
記
の
二
〇
〇
八
／
一
〇
四
指
令
三
条
一
項
⒠
に
お
い
て
は
、「
派
遣
先
企
業
の
監
督
と
指
揮
の
も
と
で
一
時
的
に
働
く
た
め
の
、
派
遣
労
働
者
が
派
遣
先
企
業
に
使
用
さ
れ
る
期
間
の
派
遣
」
と
定
め
て
い
る
。
労
働
者
の
派
遣
は
、
一
時
的
に
の
み
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
改
正
法
の
た
め
、
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
た
立
法
の
草
案
で
は
、「
一
条
一
項
の
挿
入
は
、
ド
イ
ツ
の
労
働
者
派
遣
の
モ
デ
ル
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
準
則
に
沿
う
の
を
、
明
確
に
す
る
の
に
資
す
る
。
労
働
者
派
遣
法
は
、
そ
の
都
度
の
派
遣
先
に
対
す
る
派
遣
が
、
（
…
…
）
一
時
的
な
派
遣
を
指
向
し
た
労
働
者
派
遣
の
モ
デ
ル
を
規
定
し
て
?8
）
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
か
つ
て
の
法
律
の
よ
う
な
最
長
期
間
を
定
め
る
の
は
、
放
棄
さ
れ
て
?9
）
い
る
。
連
邦
議
会
の
「
そ
の
際
、
労
働
者
派
遣
指
令
の
意
味
に
お
け
る
『
一
時
的
』
と
い
う
概
念
は
、
柔
軟
な
時
間
的
要
素
と
し
て
理
解
さ
れ
、
特
に
、
厳
密
に
定
め
ら
れ
る
最
長
派
遣
期
間
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
⒞
一
時
的
な
労
働
の
概
念
を
め
ぐ
る
争
い
こ
の
概
念
の
解
釈
に
つ
い
て
は
争
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、「
一
時
的
な
労
働
」
の
概
念
が
長
期
の
派
遣
を
含
む
か
が
問
題
に
な
っ
て
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い
る
。
ド
イ
ツ
使
用
者
連
盟
は
、
Ｅ
Ｕ
二
〇
〇
八
／
一
〇
四
指
令
に
よ
っ
て
は
、
長
期
の
派
遣
の
可
能
性
は
、
排
除
さ
れ
て
い
な
い
と
主
張
す
る
。
長
期
の
派
遣
に
つ
い
て
特
に
指
令
上
禁
止
さ
れ
て
は
い
?10
）
な
い
。「
同
指
令
に
よ
る
『
一
時
的
』
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
間
の
投
入
は
、
時
間
的
な
終
了
が
予
定
さ
れ
る
限
り
で
は
、
排
除
さ
れ
て
い
?11
）
な
い
」
と
。
こ
れ
に
対
し
て
、
時
間
的
な
最
長
期
間
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
、
一
時
的
な
労
働
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
説
か
れ
て
い
る
。
最
長
期
間
は
、
ウ
ル
バ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、
?12
）
二
年
、
ツ
ィ
マ
ー
マ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、
六
?13
）
ヶ
月
と
さ
れ
て
い
る
。
期
間
設
定
に
関
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
一
四
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
見
解
も
?14
）
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
は
、
基
幹
労
働
者
の
派
遣
労
働
者
へ
の
常
用
代
替
を
回
避
す
る
と
い
う
、
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
?15
）
い
る
。
リ
ー
ブ
レ
／
フ
ィ
ー
ル
マ
イ
ヤ
ー
両
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
時
的
な
労
働
で
は
な
い
派
遣
か
ど
う
か
の
基
準
も
、
こ
れ
を
超
え
た
場
合
の
効
果
も
規
定
さ
れ
て
い
?16
）
な
い
。
連
邦
労
働
裁
判
所
は
、
二
〇
一
三
年
七
月
一
九
日
決
定
に
お
い
て
、
事
業
所
委
員
会
が
派
遣
労
働
者
の
無
期
限
の
派
遣
に
つ
い
て
同
意
を
拒
ん
だ
事
件
に
つ
き
、「
こ
の
規
定
は
、
拘
束
力
の
な
い
単
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
で
は
な
く
、
一
時
的
で
は
な
い
労
働
者
派
遣
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
派
遣
労
働
者
の
保
護
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
」
と
説
示
し
、
無
期
限
の
派
遣
に
関
す
る
事
業
所
委
員
会
の
同
意
拒
否
を
適
法
と
?17
）
し
た
。
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
説
示
し
た
。
?28
?２
）
意
図
さ
れ
る
Ｓ
の
雇
入
れ
が
労
働
者
派
遣
法
に
反
し
て
い
る
と
正
当
に
主
張
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
際
、
当
法
廷
の
判
断
の
時
点
で
主
張
さ
れ
る
権
利
の
状
況
と
こ
れ
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
日
以
降
適
用
さ
れ
る
規
定
で
の
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
派
遣
労
働
者
の
一
時
的
で
は
な
い
派
遣
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
目
的
が
雇
入
れ
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
の
み
達
せ
ら
れ
る
、
事
業
所
組
織
法
九
九
条
二
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
法
律
を
意
味
す
る
。
Ｓ
の
予
定
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さ
れ
る
雇
入
れ
は
、
こ
の
法
律
に
反
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
時
的
で
は
な
い
労
働
者
派
遣
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。」
?29
?ａ
）
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
は
、
濫
用
防
止
法
一
項
二
文
ａ
、
ｂ
ｂ
に
よ
っ
て
、
労
働
者
派
遣
法
に
挿
入
さ
れ
た
。
濫
用
防
止
法
二
条
に
よ
り
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
日
で
の
改
正
は
、
事
業
所
委
員
会
の
同
意
に
つ
い
て
の
使
用
者
に
よ
る
提
案
の
後
に
、
前
審
の
判
断
の
後
に
、
発
効
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
所
委
員
会
の
同
意
拒
否
の
判
断
に
あ
た
っ
て
、
当
法
廷
の
判
断
の
時
点
で
改
正
さ
れ
適
用
さ
れ
る
権
利
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
?32
?ｂ
）
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
が
、
派
遣
先
へ
の
労
働
者
の
一
時
的
な
労
働
以
上
の
も
の
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
労
働
者
派
遣
法
の
適
用
領
域
を
も
っ
ぱ
ら
定
義
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
単
な
る
描
写
（B
eschreibung
）
や
拘
束
力
の
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
法
に
服
す
る
者
と
裁
判
所
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
、
拘
束
力
の
あ
る
法
規
範
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
規
定
の
解
釈
が
明
ら
か
に
な
る
。
立
法
の
体
系
が
、
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
の
規
範
的
で
拘
束
力
の
あ
る
性
格
の
論
拠
と
な
る
。
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
一
文
の
疑
い
の
な
い
拘
束
力
の
あ
る
規
定
に
よ
れ
ば
、
派
遣
元
と
し
て
第
三
者
（
派
遣
先
）
に
対
し
て
労
働
者
（
派
遣
労
働
者
）
を
経
済
的
な
活
動
の
範
囲
内
で
労
務
の
提
供
の
た
め
派
遣
し
よ
う
と
す
る
、
使
用
者
は
、
許
可
を
要
す
る
。
こ
の
規
定
は
、
い
か
な
る
場
合
に
労
働
者
派
遣
法
の
意
味
に
お
け
る
許
可
義
務
の
あ
る
労
働
者
派
遣
が
あ
り
う
る
の
か
を
定
め
て
い
る
。
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
の
次
の
規
定
は
、
こ
れ
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
許
可
を
得
た
労
働
者
派
遣
が
、
一
時
的
に
の
み
行
わ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。」
?36
立
法
資
料
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
立
法
者
の
意
思
は
、
濫
用
防
止
法
の
発
効
（Inkrafttreten
）
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
権
利
状
況
と
は
別
に
、
一
時
的
で
は
な
い
労
働
者
派
遣
を
禁
止
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
及
ん
で
い
る
。
立
法
者
は
、
濫
用
防
止
法
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
の
導
入
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
法
を
一
対
一
で
完
全
に
置
き
換
え
よ
う
と
し
た
。
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そ
の
際
、
考
慮
し
た
の
は
、
指
令
が
、
労
働
者
派
遣
を
一
時
的
な
も
の
と
し
て
定
義
し
て
い
る
た
め
、
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
九
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
及
び
理
事
会
二
〇
〇
八
／
一
〇
四
の
置
換
え
が
、
労
働
者
派
遣
法
に
お
け
る
改
正
を
要
求
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
の
背
景
を
前
に
し
て
、
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
に
よ
っ
て
、
労
働
者
派
遣
の
ド
イ
ツ
法
の
モ
デ
ル
が
こ
の
準
則
に
即
応
す
る
と
い
う
、
明
確
性
の
獲
得
に
役
立
つ
規
定
を
、
立
法
者
は
、
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
に
よ
っ
て
挿
入
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
立
法
者
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
労
働
者
派
遣
法
は
、
そ
の
都
度
の
派
遣
先
に
対
す
る
派
遣
が
一
時
的
で
あ
る
、
と
い
う
一
時
的
な
労
働
を
目
的
と
し
た
モ
デ
ル
を
規
整
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
時
的
な
労
働
者
派
遣
以
上
の
も
の
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
法
的
な
規
定
を
創
り
出
し
た
。
こ
の
規
定
は
、
明
確
性
に
資
す
る
こ
と
に
、
変
わ
り
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
明
確
化
は
、
新
し
い
規
定
の
規
範
的
な
効
力
な
し
に
は
、
中
身
の
な
い
も
の
と
な
る
。
37
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
の
導
入
に
よ
っ
て
、
立
法
者
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
権
利
の
状
況
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
規
定
が
、
濫
用
防
止
法
二
条
に
よ
り
、
二
〇
一
一
年
四
月
二
九
日
の
法
の
告
知
（V
erku?ndigung
）
の
次
の
日
で
は
な
く
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
日
に
発
効
す
る
、
と
い
う
規
定
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
示
さ
れ
て
い
る
。
立
法
者
は
、
そ
の
契
約
上
の
合
意
と
そ
の
他
の
規
定
を
必
要
に
応
じ
て
新
た
な
権
利
の
状
況
に
適
用
さ
せ
る
十
分
な
時
間
を
派
遣
元
と
派
遣
先
に
対
し
て
与
え
る
、
と
い
う
考
慮
に
よ
っ
て
、
著
し
く
後
の
発
効
を
理
由
づ
け
て
い
る
。
新
た
な
改
正
に
お
け
る
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
に
よ
っ
て
、
事
前
の
権
利
の
状
況
と
は
別
の
新
た
な
義
務
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
規
定
の
発
効
を
時
間
的
に
ず
ら
す
の
は
必
要
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
38
?ｅ
ｅ
）
憲
法
上
の
準
則
は
、
こ
の
解
釈
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
基
本
法
に
反
し
な
い
。
?…
…
）
?ｂ
ｂ
ｂ
）
派
遣
元
と
派
遣
先
の
職
業
の
自
由
と
い
う
基
本
権
は
、
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
が
、
一
時
的
で
は
な
い
労
働
者
派
遣
を
禁
止
す
る
、
と
い
う
理
解
に
、
矛
盾
す
る
も
の
で
も
な
い
。
む
ろ
ん
、
こ
の
理
解
で
は
、
職
業
の
活
動
の
自
由
へ
の
侵
害
が
問
題
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に
は
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
41
?ａ
ａ
ａ
ａ
）
職
業
活
動
の
自
由
の
規
制
は
、
そ
れ
が
、
共
同
の
福
祉
の
十
分
な
理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
、
遂
行
さ
れ
る
目
的
の
達
成
の
た
め
の
選
択
さ
れ
た
手
段
が
、
適
切
で
あ
り
、
か
つ
、
必
要
で
あ
り
、
侵
害
の
重
大
性
と
、
侵
害
を
正
当
化
す
る
根
拠
の
重
要
性
と
を
全
体
的
に
考
慮
し
て
、
期
待
可
能
性
の
限
界
が
、
見
出
さ
れ
る
場
合
、
許
さ
れ
る
。
?ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
）
一
時
的
で
は
な
い
労
働
者
派
遣
の
禁
止
は
、
共
同
の
福
祉
の
十
分
な
理
由
に
よ
っ
て
、
正
当
化
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
実
際
の
雇
用
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
与
え
る
者
と
派
遣
労
働
者
の
契
約
設
定
者
と
が
、
一
時
的
以
上
の
も
の
を
行
う
の
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
、
派
遣
労
働
者
の
保
護
に
役
立
つ
。
同
時
に
、
派
遣
先
事
業
所
の
従
業
員
の
集
団
的
な
利
益
の
も
の
で
、
分
断
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
。
完
全
に
無
制
約
な
労
働
者
派
遣
と
結
び
つ
く
危
険
性
を
対
処
す
る
た
め
に
、
一
時
的
な
労
働
者
派
遣
の
法
律
上
の
禁
止
は
、
適
切
か
つ
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
狭
い
意
味
で
は
相
当
な
手
段
で
あ
る
。
43
?ｆ
ｆ
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
法
は
、
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
の
解
釈
に
矛
盾
し
な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
時
的
な
労
働
者
派
遣
以
上
の
も
の
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
方
で
、
派
遣
労
働
市
場
に
つ
い
て
い
え
る
。
そ
の
際
、
連
合
法
が
か
か
る
理
解
を
禁
じ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
未
解
決
な
問
題
で
あ
る
。
他
方
で
、
こ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
基
本
法
憲
章
（C
hata
）
の
一
六
条
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
企
業
の
自
由
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
44
?ａ
ａ
ａ
）
労
働
者
派
遣
指
令
は
、
少
な
く
と
も
こ
こ
で
述
べ
た
理
解
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
45
?ａ
ａ
ａ
ａ
）
そ
の
一
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
派
遣
指
令
は
、
派
遣
先
企
業
の
監
督
と
指
揮
の
も
と
で
一
時
的
に
働
く
た
め
に
、
派
遣
企
業
と
労
働
契
約
を
締
結
し
、
又
は
、
雇
用
関
係
が
開
始
し
、
派
遣
先
企
業
が
使
用
す
る
、
労
働
者
に
対
し
て
、
適
用
さ
れ
る
。
労
働
者
派
遣
指
令
三
条
一
項
ｂ
に
よ
れ
ば
、
派
遣
企
業
と
は
、
派
遣
先
企
業
に
派
遣
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
り
、
派
遣
労
働
者
が
そ
の
監
督
ま
た
は
指
揮
の
も
と
で
一
時
的
に
働
く
た
め
、
国
内
法
に
よ
り
、
派
遣
労
働
者
と
労
働
契
約
を
締
結
し
、
ま
た
は
、
雇
用
関
係
に
入
る
、
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自
然
人
ま
た
は
法
人
で
あ
る
。
労
働
者
派
遣
指
令
三
条
一
項
ｃ
に
よ
れ
ば
、
派
遣
労
働
者
は
、
派
遣
先
企
業
に
派
遣
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
派
遣
労
働
者
が
そ
の
監
督
ま
た
は
指
揮
の
も
と
で
一
時
的
に
働
く
た
め
、
派
遣
企
業
と
労
働
契
約
を
締
結
し
、
ま
た
は
、
雇
用
関
係
に
入
る
、
労
働
者
で
あ
る
。
労
働
者
派
遣
指
令
三
条
一
項
ｄ
は
、
派
遣
先
企
業
に
つ
い
て
、
委
託
に
よ
り
、
ま
た
、
監
督
及
び
指
揮
の
も
と
で
派
遣
労
働
者
が
一
時
的
に
働
く
、
自
然
人
ま
た
は
法
人
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
最
後
に
、
労
働
者
派
遣
指
令
三
条
一
項
ｅ
の
意
味
に
お
け
る
派
遣
と
は
、
派
遣
労
働
者
が
そ
の
監
督
ま
た
は
指
揮
の
も
と
で
一
時
的
に
働
く
た
め
、
派
遣
労
働
者
が
派
遣
企
業
に
使
用
さ
れ
る
間
の
時
間
的
な
領
域
で
あ
る
。
46
?ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
）
指
令
が
、
一
時
的
で
は
な
い
労
働
者
派
遣
を
禁
止
し
、
ま
た
、
こ
の
規
制
に
よ
っ
て
、
指
令
の
適
用
領
域
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
争
い
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
問
題
は
未
解
決
の
問
題
で
あ
る
。
指
令
が
、
加
盟
国
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
る
、
一
時
的
で
は
な
い
労
働
者
派
遣
の
禁
止
を
含
む
場
合
に
は
、
労
働
者
派
遣
法
一
条
二
項
二
文
は
、
連
合
法
に
一
致
し
た
解
釈
の
要
請
を
理
由
と
し
て
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
意
味
で
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
、
指
令
が
か
か
る
禁
止
を
要
求
し
な
い
と
し
て
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
内
の
立
法
者
が
、
一
時
的
で
は
な
い
労
働
者
を
禁
止
す
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
は
、
読
み
取
れ
な
い
。」
?52
?ｄ
）
使
用
者
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
Ｓ
女
史
の
雇
入
れ
は
、
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
の
意
味
に
お
け
る
一
時
的
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
規
定
に
含
ま
れ
る
禁
止
に
反
す
る
」。
こ
の
判
決
は
、「
一
時
的
な
労
働
」
の
概
念
を
制
限
的
に
解
釈
し
、
期
間
無
制
限
の
派
遣
が
「
一
時
的
な
労
働
」
で
は
な
い
と
判
断
し
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
派
遣
会
社
、
八
〇
の
支
社
に
六
千
人
の
派
遣
労
働
者
を
抱
え
る
ネ
プ
ト
ゥ
ー
ン
社
で
は
、
二
〇
一
二
年
及
び
二
〇
一
三
年
、
三
五
日
、
約
五
週
間
の
平
均
派
遣
日
数
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
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－派
遣
の
約
三
〇
％
が
一
週
間
の
派
遣
期
間
－
派
遣
の
約
三
〇
％
が
一
週
か
ら
一
ヶ
月
の
派
遣
期
間
－
派
遣
の
約
二
五
％
が
一
ヶ
月
か
ら
三
ヶ
月
の
派
遣
期
間
－
派
遣
の
約
一
五
％
が
三
ヶ
月
を
こ
え
る
派
遣
期
間
最
も
長
い
派
遣
は
一
年
以
上
で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
は
三
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
派
遣
は
、
疾
病
の
労
働
者
や
休
暇
取
得
者
の
代
理
を
理
由
と
し
て
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
ロ
ギ
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
自
動
車
登
録
の
分
野
で
は
、
季
節
に
依
存
し
た
注
文
の
ピ
ー
ク
と
い
う
の
が
あ
る
。
代
表
の
エ
ン
ゲ
ル
女
史
に
よ
れ
ば
、
派
遣
労
働
と
い
う
の
は
、
季
節
に
依
存
し
た
業
務
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
会
社
で
は
、
一
時
的
な
労
働
と
い
う
概
念
と
の
関
係
で
問
題
は
ほ
ぼ
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
、
労
使
の
実
務
で
は
、
例
え
ば
、
ジ
ー
メ
ン
ス
社
（
派
遣
先
の
企
業
）
に
お
い
て
、
派
遣
会
社
か
ら
た
え
ず
労
働
者
派
遣
を
派
遣
先
企
業
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
が
、「
一
時
的
な
労
働
」
に
関
す
る
二
〇
一
一
年
の
法
改
正
を
受
け
て
、
従
来
か
ら
の
派
遣
期
間
を
改
め
、
事
業
所
委
員
会
と
使
用
者
と
の
間
の
協
定
（
事
業
所
協
定
と
呼
ば
れ
る
）
に
お
い
て
、
派
遣
会
社
か
ら
の
最
長
派
遣
期
間
を
一
八
ヶ
月
と
し
、
こ
の
期
間
を
こ
え
た
場
合
に
は
、
派
遣
先
と
派
遣
労
働
者
と
の
間
の
労
働
契
約
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
よ
い
人
事
の
実
例
か
ら
は
、
一
時
的
な
労
働
と
い
う
の
が
い
か
に
解
す
る
べ
き
な
の
か
が
明
確
に
な
る
。
一
時
的
な
労
働
の
存
否
は
、
派
遣
期
間
、
派
遣
労
働
契
約
の
期
間
、
及
び
、
労
働
の
内
容
、
派
遣
の
理
由
な
ど
の
総
合
的
な
考
慮
か
ら
、
判
断
さ
れ
る
。
半
年
の
よ
う
な
短
い
期
間
の
派
遣
期
間
か
ら
は
、
派
遣
が
、
一
時
的
な
労
働
の
性
格
を
有
す
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
反
対
に
、
例
え
ば
、
二
年
の
よ
う
に
比
較
的
長
い
期
間
の
派
遣
期
間
か
ら
は
、
一
時
的
な
労
働
で
あ
る
こ
と
を
た
だ
ち
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
?18
）
な
い
。
二
年
あ
る
い
は
半
年
の
派
遣
期
間
が
一
時
的
な
労
働
と
評
価
し
う
る
か
ど
う
か
を
学
説
で
は
説
い
て
い
る
が
、
派
遣
期
間
の
み
か
ら
一
時
的
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な
労
働
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
は
、
限
界
を
見
出
し
に
く
い
の
は
当
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
派
遣
期
間
の
み
な
ら
ず
、
労
働
内
容
、
派
遣
の
理
由
等
、
そ
の
他
の
要
素
が
考
慮
さ
れ
れ
ば
、
派
遣
が
一
時
的
な
労
働
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
、
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
派
遣
可
能
期
間
が
二
年
に
設
定
さ
れ
る
と
か
、
そ
れ
が
半
年
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
は
、
賛
成
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
実
務
の
進
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
の
派
遣
が
「
一
時
的
な
労
働
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
労
働
法
学
上
、
未
解
決
な
問
題
で
あ
る
。
一
時
的
な
労
働
と
い
う
概
念
の
も
つ
一
定
の
不
明
確
さ
が
弱
点
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
二
〇
一
三
年
の
連
立
協
定
に
お
い
て
、
派
遣
可
能
期
間
を
一
八
ヶ
月
に
す
る
と
よ
り
明
確
化
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
政
府
で
は
こ
れ
に
向
け
た
立
法
化
が
進
め
ら
れ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
三
請
負
契
約
と
労
働
者
派
遣
１
ド
イ
ツ
の
判
例
に
よ
る
基
準
⒜
判
例
に
お
け
る
基
準
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
連
邦
労
働
裁
判
所
の
判
例
で
は
、
偽
装
請
負
と
派
遣
の
法
的
な
区
別
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
立
し
て
い
る
。
労
働
者
派
遣
は
、
ド
イ
ツ
労
働
者
派
遣
法
一
条
一
項
二
文
に
よ
れ
ば
、
派
遣
先
に
労
働
力
を
利
用
さ
せ
、
そ
の
労
働
自
体
が
、
派
遣
先
の
命
令
と
そ
の
利
益
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
る
場
合
に
、
あ
り
?19
）
得
る
。
連
邦
労
働
裁
判
所
は
、
業
務
委
託
契
約
（D
ienstvertrag
）
な
い
し
請
負
契
約
に
も
と
づ
い
て
、
職
務
が
事
業
所
に
委
託
さ
れ
た
と
き
で
、
も
と
も
と
、
委
託
を
受
け
た
企
業
で
な
く
、
委
託
を
な
し
た
企
業
（
事
業
所
の
所
有
者
）
が
、
労
働
関
係
に
特
有
の
命
令
権
を
内
在
さ
せ
、
あ
る
時
間
と
場
所
に
よ
る
派
遣
に
つ
い
て
の
決
定
を
な
す
場
合
に
は
、
事
業
所
に
お
け
る
編
入
が
、
第
三
の
企
業
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
と
し
て
?20
）
い
る
。
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
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「
当
法
廷
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
事
業
所
組
織
法
九
九
条
の
意
味
に
お
け
る
雇
入
れ
の
た
め
に
は
、
事
業
所
で
勤
務
す
る
者
と
事
業
所
の
所
有
者
た
る
使
用
者
と
の
法
的
関
係
が
重
要
な
の
で
は
な
い
。
共
同
決
定
権
は
、
む
し
ろ
、
こ
の
者
を
事
業
所
へ
編
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
じ
る
。
こ
の
意
味
で
の
編
入
は
、
事
業
所
に
お
け
るD
ienstvertrag
や
請
負
契
約
に
基
づ
い
て
事
業
所
に
お
け
る
業
務
を
委
託
さ
れ
る
、
他
企
業
の
労
働
者
の
場
合
に
も
、
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
、
事
業
所
に
お
い
て
既
に
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
と
協
働
し
て
あ
る
職
務
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
職
務
は
、
性
質
上
、
命
令
と
結
び
つ
い
て
い
て
、
事
業
所
の
労
働
技
術
的
な
目
的
の
実
現
に
資
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
使
用
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
は
、
使
用
者
が
、
あ
る
労
働
関
係
に
典
型
的
な
命
令
権
を
持
ち
、
人
員
動
員
の
た
め
の
決
定
を
場
所
と
時
間
に
よ
り
行
う
と
い
う
よ
う
に
、
事
業
所
の
労
働
組
織
に
統
合
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
用
者
は
、
分
割
さ
れ
た
使
用
者
の
地
位
の
意
味
に
お
い
て
は
、
部
分
的
に
使
用
者
の
機
能
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
こ
の
事
件
で
は
、
裁
判
所
は
、
注
文
者
が
、
着
色
と
腐
食
保
護
を
実
施
す
る
労
働
者
の
動
員
に
つ
い
て
業
務
時
間
の
決
定
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
重
視
し
、
労
働
者
派
遣
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
注
文
者
か
ら
、
場
所
と
化
学
的
な
装
備
、
塗
料
を
与
え
ら
れ
、
Ｐ
Ｃ
の
な
か
に
順
序
や
着
色
に
関
す
る
情
報
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
着
色
の
選
択
を
注
文
者
の
課
長
が
行
な
う
な
ど
し
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
事
実
に
は
反
し
な
い
。
投
入
企
業
に
よ
っ
て
誘
導
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
狭
い
場
所
で
共
同
し
て
作
業
し
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
事
実
か
ら
は
労
働
者
派
遣
か
ど
う
か
は
判
断
し
得
な
い
と
し
て
?21
）
い
る
。
委
託
を
受
け
た
企
業
に
対
し
て
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
職
務
の
詳
細
、
契
約
に
お
い
て
、
双
方
の
労
働
者
の
あ
る
場
所
に
お
け
る
緊
密
な
労
働
的
な
協
働
、
他
企
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
事
業
所
の
経
過
等
の
補
助
的
な
役
割
の
不
可
欠
性
、
事
業
所
の
所
有
者
の
職
員
に
よ
る
他
企
業
（
注
文
者
）
で
の
誘
導
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（K
oordination
）
が
あ
れ
ば
、
十
分
で
あ
る
。
自
ら
の
労
働
者
に
対
す
る
他
企
業
の
人
員
に
よ
る
使
用
者
の
特
有
の
命
令
権
が
認
め
ら
れ
、
当
該
職
務
が
、
長
く
、
就
労
さ
れ
る
事
業
所
の
労
働
者
に
よ
っ
て
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実
施
さ
れ
、
一
定
期
間
さ
ら
に
実
施
さ
れ
る
と
い
う
事
情
が
あ
れ
ば
、
十
分
で
あ
る
と
?22
）
す
る
。
最
近
の
判
例
で
は
、
連
邦
労
働
裁
判
所
は
、
派
遣
労
働
者
は
、
派
遣
先
事
業
所
に
お
い
て
編
入
さ
れ
、
そ
の
命
令
権
に
服
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
て
?23
）
い
る
。
設
計
者
が
、
二
〇
年
以
上
の
も
の
間
、
継
続
的
に
発
電
所
に
動
員
さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
で
、
も
っ
ぱ
ら
、
動
員
先
企
業
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
命
令
を
受
け
て
い
た
場
合
で
あ
?24
）
っ
た
。
原
告
は
、
休
暇
に
つ
い
て
、
被
告
（
動
員
先
企
業
）
の
従
業
員
と
合
意
し
、
疾
病
に
よ
る
欠
勤
（
労
働
不
能
）
を
直
接
、
動
員
先
企
業
に
通
知
し
て
い
た
。
こ
の
点
を
重
視
し
て
、
連
邦
労
働
裁
判
所
は
、
上
述
の
基
準
に
基
づ
い
て
、
労
働
者
派
遣
を
肯
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
設
計
者
と
動
員
先
企
業
と
の
間
で
の
擬
制
的
な
労
働
関
係
が
確
認
さ
れ
た
。ま
た
、
同
様
に
、
労
働
者
派
遣
が
肯
定
さ
れ
た
判
決
で
は
、
原
告
会
社
（
請
負
企
業
）
は
、
切
断
（A
usbein
）
と
解
体
仕
事
の
特
別
な
会
社
と
し
て
称
し
、
こ
れ
に
対
応
し
た
専
門
的
な
人
員
に
よ
り
、
そ
の
都
度
独
立
し
た
下
請
け
企
業
と
し
て
、
営
業
し
て
い
た
が
、
労
働
者
派
遣
の
許
可
を
有
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
同
社
は
、
Ｍ
市
の
屠
殺
場
を
営
ん
で
い
る
被
告
会
社
（
大
企
業
、
注
文
者
）
と
の
間
で
、
一
九
九
七
年
三
月
七
日
に
、
当
事
者
は
、
請
負
枠
組
み
契
約
と
称
す
る
合
意
を
締
結
し
て
い
た
。
こ
の
合
意
に
基
づ
き
、
一
九
九
七
年
三
月
一
〇
日
以
降
、
請
負
企
業
は
、
個
別
の
注
文
に
し
た
が
い
、「
独
立
し
て
、
独
自
の
責
任
の
あ
る
商
品
の
切
断
と
解
体
、
包
装
、
商
品
化
、
納
入
、
送
付
用
冷
蔵
庫
へ
の
入
庫
」
を
引
き
受
け
て
い
た
。
原
告
会
社
（
請
負
企
業
）
の
従
業
員
は
、
被
告
会
社
（
注
文
者
）
か
ら
貸
与
さ
れ
た
市
の
屠
殺
場
に
お
い
て
、
被
告
の
送
付
用
冷
蔵
庫
か
ら
、
家
畜
の
牛
を
得
て
、
解
体
し
、
骨
と
脂
肪
を
は
が
し
、
牛
肉
を
被
告
の
客
の
基
準
に
従
っ
て
切
り
、
中
を
空
に
し
、
値
札
を
つ
け
、
こ
れ
を
最
終
的
に
は
、
被
告
の
送
付
用
の
冷
蔵
の
ホ
ー
ル
に
持
っ
て
い
く
と
い
う
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
裁
判
所
は
、
従
業
員
が
（
屠
殺
業
を
営
む
）
被
告
会
社
（
注
文
者
）
か
ら
品
質
の
チ
ェ
ッ
ク
と
監
督
を
受
け
て
い
た
事
実
、
そ
し
て
、
そ
の
た
め
、
被
告
会
社
自
ら
又
は
原
告
の
従
業
員
を
通
じ
て
、
労
働
者
が
指
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示
を
受
け
て
い
た
事
実
を
重
視
し
て
、
こ
れ
ら
が
請
負
契
約
に
は
疎
遠
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
労
働
者
派
遣
を
肯
定
?25
）
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
近
時
の
注
目
さ
れ
る
べ
き
判
例
に
、
空
港
で
の
（
航
空
安
全
の
た
め
の
）
荷
物
検
査
が
、
被
告
会
社
か
ら
有
限
会
社
（
Ｆ
社
）
に
委
託
さ
れ
、
Ｆ
有
限
会
社
が
自
ら
有
す
る
労
働
者
を
空
港
へ
動
員
さ
せ
た
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
労
働
に
関
連
し
た
命
令
、
シ
フ
ト
で
の
労
働
者
の
動
員
方
法
、
懲
戒
と
し
て
の
警
告
は
、
い
ず
れ
も
有
限
会
社
Ｆ
社
で
行
っ
て
い
た
。
Ｆ
有
限
会
社
は
、
そ
の
従
業
員
の
た
め
、「
Ｈ
Ａ
Ｍ
局
の
素
描
（Stationsprofil
）」
を
作
成
し
た
。
Ｆ
有
限
会
社
の
従
業
員
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
、
被
告
の
勤
務
上
の
命
令
に
添
付
さ
れ
た
。「
Ｈ
Ａ
Ｍ
局
の
素
描
（Stationsprofil
）」
の
三
・
二
は
、
外
観
の
た
め
の
一
般
的
な
命
令
、
器
具
の
利
用
に
つ
い
て
、
職
場
で
の
行
動
、
な
ら
び
に
、
疾
病
、
遅
刻
の
場
合
の
告
知
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
被
告
は
、
委
託
先
の
Ｆ
社
に
対
し
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
機
能
の
あ
る
荷
物
検
査
器
、
爆
発
物
感
知
器
、
そ
の
他
の
機
器
を
使
用
さ
せ
た
。
被
告
会
社
と
Ｆ
社
と
の
間
で
、
実
施
契
約
を
締
結
し
、
同
実
施
契
約
に
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
?一
条
委
託
者
は
、
Ｈ
空
港
で
の
航
空
安
全
法
五
条
に
よ
る
乗
客
検
査
サ
ー
ビ
ス
を
受
託
者
に
対
し
委
託
す
る
。（
…
…
）
四
条
⑵
受
託
者
は
、
業
務
目
録
か
ら
生
じ
る
最
低
の
規
制
内
容
を
勤
務
上
の
命
令
に
受
け
入
れ
る
義
務
が
あ
る
。
こ
の
勤
務
上
の
命
令
は
、
管
轄
の
連
邦
警
察
局
、
提
供
開
始
の
一
か
月
前
に
意
見
調
整
す
る
。
五
条
対
価
⑴
受
託
者
の
給
付
の
報
酬
と
し
て
、
委
託
者
は
、
受
託
者
に
対
し
、
乗
客
検
査
の
労
働
力
ご
と
に
、
提
供
さ
れ
た
時
間
に
つ
き
、
一
括
払
い
の
賃
金
を
…
…
の
額
で
支
払
う
。
一
〇
条
監
督
／
命
令
（
…
…
）
⑵
受
託
者
は
、
監
督
の
期
間
全
体
に
、
管
理
権
に
つ
き
担
当
者
が
自
由
に
使
用
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
。
命
令
権
は
、
受
託
者
の
従
業
員
に
対
し
て
、
優
先
的
に
行
使
さ
れ
、
管
理
権
限
を
保
持
す
る
。
連
邦
警
察
の
命
令
は
、
直
接
差
し
迫
っ
た
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危
険
の
回
避
の
た
め
必
要
で
あ
る
限
り
、
実
施
上
の
組
織
単
位
で
行
わ
れ
る
。
連
邦
警
察
の
職
員
の
か
か
る
命
令
は
、
受
託
者
の
管
理
者
の
命
令
に
優
先
す
る
。」
つ
ま
り
、
連
邦
警
察
の
命
令
は
、
直
接
差
し
迫
っ
た
危
険
の
回
避
の
た
め
必
要
で
あ
る
限
り
、
動
員
さ
れ
る
労
働
者
に
直
接
行
使
さ
れ
得
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
被
告
会
社
と
Ｆ
社
と
の
間
の
実
施
契
約
に
基
づ
き
、
管
理
権
限
に
つ
き
、
被
告
の
従
業
員
が
命
令
で
き
る
と
し
、
業
務
実
施
上
、
受
託
者
は
命
令
を
受
け
入
れ
る
義
務
を
負
う
と
さ
れ
た
。
連
邦
労
働
裁
判
所
は
、「
実
施
契
約
は
、
Ｆ
に
雇
用
さ
れ
た
安
全
労
働
力
の
た
め
の
命
令
権
を
Ｆ
有
限
会
社
が
被
告
に
委
譲
す
る
こ
と
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
。
実
施
契
約
一
〇
条
は
、
契
約
上
の
業
務
提
供
の
委
託
を
考
慮
し
、
航
空
安
全
の
領
域
で
の
危
険
回
避
に
あ
た
っ
て
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
公
法
上
の
標
準
を
考
慮
し
て
、
連
邦
警
察
と
Ｆ
有
限
会
社
と
の
間
の
互
い
の
権
限
を
規
制
し
て
い
る
。
実
施
契
約
一
〇
条
三
項
二
に
よ
り
、
原
則
的
に
は
Ｆ
有
限
会
社
の
管
理
機
能
に
よ
っ
て
命
令
権
を
従
業
員
に
対
し
行
使
さ
れ
る
。
実
施
契
約
一
〇
条
三
項
一
文
に
よ
り
、
検
査
時
間
全
体
の
期
間
中
、
こ
の
管
理
権
限
に
よ
り
従
業
員
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
Ｆ
有
限
会
社
が
保
障
し
て
い
る
。
実
施
上
の
組
織
単
位
で
の
直
接
的
な
命
令
は
、
直
接
的
に
差
し
迫
っ
た
危
険
の
回
避
の
た
め
に
必
要
な
限
り
で
、
連
邦
警
察
に
許
さ
れ
て
い
る
。
被
告
が
こ
の
動
員
に
基
づ
い
て
監
督
権
限
な
い
し
干
渉
権
限
を
航
空
安
全
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
有
す
る
限
り
で
の
み
、
連
邦
警
察
の
実
施
契
約
一
〇
条
二
項
が
専
門
的
な
命
令
の
付
与
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
実
施
契
約
の
一
〇
条
三
項
三
文
後
段
に
よ
れ
ば
、
争
い
の
あ
る
場
合
に
は
、
連
邦
警
察
官
に
よ
る
命
令
が
、
動
員
さ
れ
た
航
空
安
全
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
対
す
る
Ｆ
有
限
会
社
の
専
門
的
労
働
力
の
命
令
に
、
先
行
す
る
」
と
判
断
し
た
。
つ
ま
り
、
被
告
会
社
（
委
託
者
）
と
Ｆ
有
限
会
社
（
受
託
者
）
と
の
間
の
実
施
契
約
に
基
づ
き
、
Ｆ
有
限
会
社
（
受
託
者
）
の
従
業
員
が
命
令
で
き
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
さ
ら
に
判
断
し
た
。
?原
告
の
見
解
に
反
し
て
、
Ｆ
有
限
会
社
が
、
被
告
の
詳
細
な
基
準
を
Ｈ
Ａ
Ｍ
局
の
素
描
（Stationsprofil
）
の
な
か
に
受
け
入
れ
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た
と
い
う
事
情
や
、
こ
の
指
示
が
、
航
空
安
全
の
一
般
的
な
業
務
上
の
指
示
や
被
告
の
航
空
安
全
の
枠
組
み
計
画
に
、
添
付
資
料
と
し
て
、
添
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
は
、
労
働
者
派
遣
を
肯
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
規
範
的
な
基
準
を
守
ら
れ
る
べ
き
、
安
全
の
検
査
が
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
る
か
を
、
航
空
安
全
業
に
お
い
て
は
委
託
者
が
通
常
定
め
て
い
る
。
旅
客
の
検
査
に
あ
た
っ
て
は
、
航
空
交
通
安
全
の
卓
越
し
た
重
要
性
か
ら
、
よ
り
高
い
質
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
航
空
安
全
法
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
内
の
法
上
の
規
定
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
レ
ベ
ル
で
の
規
定
（
…
略
…
）
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ａ
Ｍ
局
の
素
描
（Stationsprofil
）
は
、
委
託
者
に
よ
っ
て
希
望
さ
れ
た
法
律
に
一
致
し
た
質
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
し
た
指
示
と
し
て
、
表
す
も
の
で
あ
る
」。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
違
法
な
労
働
者
派
遣
に
な
る
と
は
い
え
な
い
と
判
断
さ
?26
）
れ
た
。
従
来
の
判
例
に
お
い
?27
）
て
も
、
民
法
六
四
五
条
一
項
一
文
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
な
、
請
負
契
約
上
の
注
文
者
の
命
令
権
の
行
使
と
、
労
働
契
約
上
の
類
の
命
令
の
付
与
と
の
間
で
、
十
分
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
こ
れ
と
関
連
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
な
い
し
吟
味
す
る
権
利
を
含
め
て
、
請
負
契
約
上
の
命
令
権
の
行
使
か
ら
は
、
労
働
者
派
遣
契
約
の
存
在
は
推
断
さ
れ
な
い
。
第
三
者
の
諸
命
令
が
、
対
象
に
（gegensta?ndlich
）
限
定
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
提
供
さ
れ
る
べ
き
請
負
給
付
に
関
連
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
請
負
契
約
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
契
約
上
の
命
令
は
、
労
働
者
派
遣
を
肯
定
す
る
」
の
で
あ
る
。
リ
ー
ブ
レ
教
授
は
、
こ
う
し
た
命
令
上
の
区
別
を
支
持
?28
）
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ハ
ー
マ
ン
教
授
は
、
こ
う
し
た
区
別
は
つ
き
づ
ら
い
と
指
摘
?29
）
す
る
。
対
象
に
限
定
し
た
業
務
遂
行
上
の
指
示
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
使
用
者
の
命
令
の
余
地
は
な
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
労
働
者
派
遣
は
肯
定
さ
れ
や
す
く
な
る
と
述
べ
る
。
請
負
契
約
上
の
業
務
遂
行
の
指
示
と
、
人
に
向
け
ら
れ
た
労
働
法
上
の
命
令
は
、
互
い
に
排
除
す
る
わ
け
で
な
い
。
ひ
と
つ
の
同
じ
命
令
が
、
義
務
づ
け
ら
れ
た
給
付
対
象
を
具
体
化
す
る
も
の
で
も
あ
る
し
、
義
務
づ
け
ら
れ
た
労
働
の
提
供
を
具
体
化
す
る
も
の
で
も
あ
る
と
説
得
力
あ
る
批
判
を
述
べ
て
い
る
。
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⒝行
政
に
よ
る
基
準
税
行
政
の
闇
労
働
に
関
す
る
税
務
監
督
（D
ie F
inanzkontrolle Schw
arzarbeit der Zollverw
altung
、
略
称
Ｆ
Ｋ
Ｓ
）
は
、
闇
労
働
撲
滅
法
（Schw
arzarbeitsbeka?m
pfungsgesetzes
（Schw
arzA
rbG
））
二
条
に
よ
る
審
査
の
範
囲
内
で
、
請
負
契
約
も
審
査
し
て
い
る
。
違
法
な
労
働
者
派
遣
と
請
負
契
約
の
限
界
付
け
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
基
準
を
立
て
て
?30
）
い
る
。
－
性
質
的
に
個
別
化
し
得
て
、
請
負
企
業
に
帰
属
可
能
な
、
請
負
成
果
に
関
す
る
合
意
と
作
成
－
注
文
者
に
対
す
る
請
負
企
業
の
処
分
の
自
由
－
注
文
者
の
事
業
所
で
勤
務
す
る
労
働
者
に
対
す
る
請
負
企
業
の
命
令
権
－
請
負
企
業
に
よ
る
企
業
の
リ
ス
ク
の
負
担
、
特
に
、
瑕
疵
担
保
（G
ew
a?hrleistung
）
－
成
果
に
根
ざ
し
た
請
負
給
付
の
算
定
税
行
政
の
闇
労
働
に
関
す
る
税
務
監
督
、
中
央
税
務
署
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
（
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
に
よ
れ
ば
、
注
文
者
の
事
業
所
で
活
動
す
る
労
働
者
に
対
す
る
請
負
企
業
の
労
働
法
上
の
命
令
権
は
、
重
要
な
基
準
で
あ
る
が
、
請
負
契
約
と
労
働
者
派
遣
の
制
限
に
つ
い
て
の
唯
一
の
基
準
で
は
な
い
。
同
署
に
よ
れ
ば
、
請
負
企
業
は
、
注
文
者
に
対
し
て
、
契
約
に
か
な
っ
た
瑕
疵
の
な
い
仕
事
の
完
成
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
、
請
負
企
業
の
特
徴
で
あ
る
の
で
、
注
文
者
は
、
瑕
疵
の
あ
る
仕
事
の
目
的
物
を
受
け
取
る
義
務
は
な
い
。
瑕
疵
担
保
義
務
が
、
瑕
疵
が
あ
る
場
合
の
注
文
者
の
権
利
（
民
法
六
三
四
条
）
か
ら
、
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
瑕
疵
の
あ
る
仕
事
の
目
的
物
は
、
注
文
者
は
、
民
法
六
三
四
条
に
よ
り
、
特
別
な
要
件
が
み
な
さ
れ
る
場
合
に
、
次
の
よ
う
な
請
求
権
が
あ
る
。
－
民
法
六
三
五
条
に
よ
る
追
完
請
?31
）
求
権
－
民
法
六
三
六
条
、
三
二
三
条
、
三
二
六
条
五
項
に
よ
る
契
約
解
除
権
、
又
は
民
法
六
三
八
条
に
よ
る
対
価
の
減
額
請
求
権
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－民
法
六
三
六
条
、
二
八
〇
条
、
二
八
一
条
、
二
八
三
条
、
三
一
一
ａ
条
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
、
又
は
、
民
法
二
八
四
条
に
よ
る
費
用
償
還
請
求
権
Ｆ
Ｋ
Ｓ
は
、
請
負
契
約
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
契
約
文
書
の
み
な
ら
ず
、
契
約
の
実
際
上
の
運
用
も
監
視
も
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
契
約
の
実
際
上
の
運
用
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
権
利
と
義
務
を
当
事
者
が
考
慮
し
て
い
る
か
を
最
も
ス
ム
ー
ズ
に
推
論
し
う
る
は
ず
で
あ
る
。
但
し
、
瑕
疵
担
保
に
関
し
て
は
、
審
査
は
、
通
常
、
契
約
上
の
合
意
に
限
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
法
的
な
規
定
に
即
応
し
た
瑕
疵
担
保
が
合
意
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、
具
体
的
に
基
準
の
内
容
を
み
て
い
く
と
、「
性
質
上
個
別
化
し
得
て
、
請
負
企
業
に
帰
属
可
能
な
、
請
負
成
果
に
関
す
る
合
意
と
作
成
」
と
い
う
要
素
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
請
負
契
約
の
場
合
、
契
約
に
特
有
の
特
有
な
給
付
が
顧
客
や
委
託
者
の
た
め
に
一
定
の
仕
事
の
成
果
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
約
束
さ
れ
た
仕
事
の
目
的
物
の
製
作
と
調
達
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
顧
客
の
た
め
に
企
業
が
自
動
車
の
ド
ア
を
製
作
し
た
り
、
自
動
車
を
修
理
し
た
り
す
る
。
こ
の
場
合
、
自
動
車
の
ド
ア
の
製
作
に
あ
た
り
、
注
文
者
の
労
働
者
と
混
合
し
て
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
個
々
の
請
負
労
働
者
を
動
員
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
派
遣
の
兆
候
で
あ
る
。
第
三
者
の
企
業
の
他
の
労
働
者
と
と
も
に
、
請
負
企
業
の
労
働
者
が
同
じ
ラ
イ
ン
で
こ
れ
を
製
作
す
る
こ
と
は
、
違
法
派
遣
の
証
と
な
り
得
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
ア
の
製
作
の
完
成
を
請
負
労
働
者
の
み
で
第
三
者
の
企
業
（
注
文
者
）
の
下
で
製
作
す
る
の
は
、
請
負
契
約
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
?注
文
者
に
対
す
る
請
負
企
業
の
処
分
の
自
由
」
と
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
さ
す
。
請
負
契
約
の
場
合
、
請
負
企
業
は
、
仕
事
の
製
作
の
た
め
ま
た
は
合
意
さ
れ
た
経
済
的
な
成
果
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
行
為
自
身
を
組
織
す
る
。
そ
の
際
、
履
行
補
助
者
を
操
作
す
る
。
同
企
業
は
、
契
約
に
お
い
て
予
定
さ
れ
る
雇
用
の
履
行
に
対
し
、
又
は
義
務
づ
け
ら
れ
た
仕
事
の
製
作
に
対
し
て
、
責
任
が
あ
る
。
請
負
企
業
は
、
仕
事
の
種
類
、
経
過
、
又
は
、
配
分
を
自
ら
決
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
三
者
（
注
文
者
）
は
、
製
作
者
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の
労
働
者
に
対
す
る
命
令
権
を
有
し
て
い
な
い
。
?成
果
に
根
ざ
し
た
請
負
給
付
の
算
定
」
と
は
、
連
邦
雇
用
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
説
明
書
（M
erkblatt
）
一
六
ａ
版
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
に
な
る
と
い
う
。
請
負
給
付
が
成
果
で
算
定
さ
れ
ず
、
時
間
で
対
価
が
予
定
さ
れ
る
請
負
契
約
は
、
違
法
な
派
遣
の
兆
表
に
は
な
り
得
る
。
請
負
契
約
の
契
約
の
典
型
的
な
給
付
に
従
い
、
対
価
の
算
定
が
成
果
に
向
け
ら
れ
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
労
働
の
成
果
が
報
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
対
価
に
対
す
る
請
求
権
は
、
例
え
ば
、
完
成
し
た
建
築
物
ま
た
は
そ
の
一
部
に
対
し
て
存
在
し
う
る
。
原
則
的
に
は
、
総
合
的
な
判
断
が
行
わ
れ
る
た
め
、
す
べ
て
の
事
情
の
考
量
が
、
請
負
契
約
と
労
働
者
派
遣
の
具
体
的
な
境
界
づ
け
の
た
め
に
は
、
適
切
で
あ
る
。
２
日
本
法
に
お
け
る
基
準
日
本
法
で
は
、
派
遣
労
働
と
請
負
契
約
に
関
す
る
類
似
の
基
準
が
行
政
上
の
基
準
と
裁
判
所
の
判
決
に
お
い
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
?労
働
者
派
遣
事
業
と
請
負
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
業
と
の
区
分
に
関
す
る
基
準
」（
昭
和
六
一
年
労
働
省
告
示
第
三
七
号
、
最
終
改
正
平
成
二
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
一
八
号
）
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
?第
二
条
請
負
の
形
式
に
よ
る
契
約
に
よ
り
行
う
業
務
に
自
己
の
雇
用
す
る
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
業
と
し
て
行
う
事
業
主
で
あ
つ
て
も
、
当
該
事
業
主
が
当
該
業
務
の
処
理
に
関
し
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
事
業
主
と
す
る
。
一
次
の
イ
、
ロ
及
び
ハ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
自
己
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
労
働
力
を
自
ら
直
接
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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イ次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
業
務
の
遂
行
に
関
す
る
指
示
そ
の
他
の
管
理
を
自
ら
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
⑴
労
働
者
に
対
す
る
業
務
の
遂
行
方
法
に
関
す
る
指
示
そ
の
他
の
管
理
を
自
ら
行
う
こ
と
。
⑵
労
働
者
の
業
務
の
遂
行
に
関
す
る
評
価
等
に
係
る
指
示
そ
の
他
の
管
理
を
自
ら
行
う
こ
と
。
ロ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
労
働
時
間
等
に
関
す
る
指
示
そ
の
他
の
管
理
を
自
ら
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
⑴
労
働
者
の
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
、
休
憩
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
指
示
そ
の
他
の
管
理
（
こ
れ
ら
の
単
な
る
把
握
を
除
く
。）
を
自
ら
行
う
こ
と
。
⑵
労
働
者
の
労
働
時
間
を
延
長
す
る
場
合
又
は
労
働
者
を
休
日
に
労
働
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
指
示
そ
の
他
の
管
理
（
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
け
る
労
働
時
間
等
の
単
な
る
把
握
を
除
く
。）
を
自
ら
行
う
こ
と
。
ハ
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
企
業
に
お
け
る
秩
序
の
維
持
、
確
保
等
の
た
め
の
指
示
そ
の
他
の
管
理
を
自
ら
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
⑴
労
働
者
の
服
務
上
の
規
律
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
指
示
そ
の
他
の
管
理
を
自
ら
行
う
こ
と
。
⑵
労
働
者
の
配
置
等
の
決
定
及
び
変
更
を
自
ら
行
う
こ
と
。
二
次
の
イ
、
ロ
及
び
ハ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
請
負
契
約
に
よ
り
請
け
負
つ
た
業
務
を
自
己
の
業
務
と
し
て
当
該
契
約
の
相
手
方
か
ら
独
立
し
て
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
イ
業
務
の
処
理
に
要
す
る
資
金
に
つ
き
、
す
べ
て
自
ら
の
責
任
の
下
に
調
達
し
、
か
つ
、
支
弁
す
る
こ
と
。
ロ
業
務
の
処
理
に
つ
い
て
、
民
法
、
商
法
そ
の
他
の
法
律
に
規
定
さ
れ
た
事
業
主
と
し
て
の
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
こ
と
。
ハ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
単
に
肉
体
的
な
労
働
力
を
提
供
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。
⑴
自
己
の
責
任
と
負
担
で
準
備
し
、
調
達
す
る
機
械
、
設
備
若
し
く
は
器
材
（
業
務
上
必
要
な
簡
易
な
工
具
を
除
く
。）
又
は
材
料
若
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し
く
は
資
材
に
よ
り
、
業
務
を
処
理
す
る
こ
と
。
⑵
自
ら
行
う
企
画
又
は
自
己
の
有
す
る
専
門
的
な
技
術
若
し
く
は
経
験
に
基
づ
い
て
、
業
務
を
処
理
す
る
こ
と
」
行
政
上
、
重
要
な
の
は
、
労
働
者
が
、
請
負
企
業
の
命
令
権
に
服
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
請
負
企
業
が
、
請
負
契
約
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
業
務
が
、
当
該
契
約
当
事
者
か
ら
独
立
し
て
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
?32
）
あ
る
。
請
負
契
約
と
派
遣
労
働
契
約
と
の
限
界
に
関
す
る
基
準
の
法
律
上
の
類
似
の
解
決
策
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
労
働
力
派
遣
法
に
も
認
め
ら
?33
）
れ
る
。
特
に
、
請
負
企
業
が
事
業
主
と
し
て
の
仕
事
の
完
成
ま
で
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
点
が
共
通
し
て
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。
二
は
、
ド
イ
ツ
法
の
判
例
に
は
み
ら
れ
な
い
要
件
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
請
負
契
約
の
特
質
か
ら
要
求
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
裁
判
例
で
も
、
労
働
者
が
請
負
企
業
の
命
令
権
で
は
な
く
、
第
三
の
企
業
の
命
令
権
に
服
す
る
場
合
に
は
、
判
例
で
は
、
取
締
規
定
上
、
違
法
と
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
子
会
社
は
、
下
請
け
企
業
Ａ
に
委
託
し
、
Ａ
は
、
さ
ら
に
Ｂ
に
再
委
託
し
、
Ｂ
は
、
Ｃ
へ
再
々
委
託
し
た
（
つ
ま
り
、
三
重
の
偽
装
請
負
）。
こ
の
事
件
で
、
裁
判
所
は
、
違
法
派
遣
と
判
断
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
違
法
な
職
業
紹
介
で
あ
る
判
断
し
た
（
但
し
無
効
と
は
判
断
さ
れ
て
い
?34
）
な
い
）。
福
島
第
一
原
発
で
の
工
事
の
た
め
、
多
重
請
負
が
か
な
り
頻
繁
に
行
わ
れ
、
違
法
に
も
注
文
人
の
命
令
に
従
っ
て
い
る
こ
と
も
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
て
?35
）
い
る
。
新
た
な
日
?36
）
本
法
で
は
、
偽
装
請
負
契
約
は
、
上
述
の
基
準
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
派
遣
先
が
労
働
者
に
対
し
て
労
働
契
約
の
申
込
み
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
労
働
法
の
領
域
で
、
実
務
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
請
負
契
約
は
、
民
法
上
の
請
負
契
約
と
い
う
ひ
と
つ
の
契
約
類
型
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
解
釈
上
の
問
題
は
私
法
に
お
け
る
契
約
解
釈
の
課
題
で
あ
る
。
請
負
契
約
で
は
、
請
負
企
業
は
、
契
約
で
合
意
さ
れ
た
方
法
で
、
適
時
、
義
務
づ
け
ら
れ
た
仕
事
の
完
成
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
請
負
契
約
の
場
合
に
は
、
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一命
令
権
を
注
文
人
が
負
わ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
基
準
で
重
要
な
の
は
、
命
令
権
の
行
使
と
労
働
組
織
へ
の
編
入
で
?37
）
あ
る
。
二
請
負
契
約
に
よ
り
請
け
負
っ
た
業
務
を
自
己
の
業
務
と
し
て
当
該
契
約
の
相
手
方
か
ら
独
立
し
て
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
特
に
、
請
負
企
業
が
事
業
主
と
し
て
の
仕
事
の
完
成
ま
で
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
限
り
で
は
、
シ
ュ
ー
レ
ン
・
リ
ー
ブ
レ
両
教
授
が
瑕
疵
担
保
責
任
の
存
在
と
対
価
の
あ
り
方
を
重
要
視
す
る
の
は
、
正
当
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
請
負
契
約
と
民
法
上
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
（
違
法
な
派
遣
）。
四
比
較
法
的
考
察
〜
結
び
に
代
え
て
１
一
時
的
な
労
働
を
め
ぐ
っ
て
比
較
法
的
に
考
察
す
る
た
め
に
、
日
本
法
に
つ
い
て
簡
単
に
論
じ
る
。
日
本
法
は
、
一
九
八
五
年
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
律
と
Ｉ
Ｌ
Ｏ
一
一
七
号
条
約
を
考
慮
し
て
き
た
。
日
本
の
立
法
者
は
、
特
に
一
九
九
九
年
以
降
は
一
時
的
な
労
働
と
い
う
概
念
か
ら
出
発
し
、
法
技
術
的
に
は
、
派
遣
可
能
期
間
を
一
年
に
制
限
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
立
法
者
の
出
発
点
は
同
一
で
あ
っ
た
。
そ
の
手
段
が
異
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
労
働
者
派
遣
の
領
域
で
確
保
す
る
た
め
に
、
派
遣
可
能
期
間
を
専
門
的
な
二
六
業
種
を
除
い
て
、
一
年
か
ら
三
年
に
延
長
し
た
。
専
門
二
六
業
種
に
つ
い
て
は
、
派
遣
可
能
期
間
を
撤
廃
し
て
い
る
。
こ
の
二
六
業
種
に
お
い
て
は
常
用
代
替
が
起
こ
り
に
く
い
と
い
う
点
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
（
二
〇
一
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
派
遣
可
能
期
間
が
六
ヶ
月
以
下
の
も
の
は
四
三
・
六
％
、
六
ヶ
月
か
ら
一
年
の
も
の
は
一
三
・
八
％
、
期
間
の
定
め
の
な
い
派
遣
は
、
一
九
・
四
％
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
五
月
現
在
、
日
本
で
は
、
二
六
の
専
門
業
務
の
区
分
の
廃
止
、
派
遣
可
能
期
間
の
規
制
の
撤
廃
等
を
主
な
柱
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と
す
る
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
今
か
ら
一
二
年
前
、
最
長
派
遣
期
間
の
規
制
を
い
っ
た
ん
撤
廃
し
た
ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇
一
一
年
に
こ
れ
ら
と
は
反
対
の
方
向
で
の
法
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
雇
用
政
策
に
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
一
時
的
な
労
働
」
の
概
念
を
導
入
し
た
二
〇
一
一
年
八
八
万
一
七
二
八
人
で
あ
り
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
労
働
者
派
遣
者
数
は
、－
好
景
気
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず－
二
〇
一
三
年
に
は
、
八
五
万
二
〇
〇
〇
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
連
邦
雇
用
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
現
在
ま
で
好
況
が
こ
れ
ほ
ど
長
く
続
き
、
雇
用
に
対
す
る
需
要
が
長
期
化
す
れ
ば
、
派
遣
先
企
業
も
、
一
時
的
な
労
働
し
か
許
さ
れ
な
い
派
遣
の
雇
用
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
し
、
直
接
雇
用
を
含
む
基
幹
雇
用
を
導
入
し
て
い
く
も
の
だ
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
見
解
は
、
い
か
に
直
接
雇
用
を
促
進
で
き
る
か
と
い
う
重
大
な
問
題
に
対
す
る
、
一
つ
の
回
答
を
与
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
動
向
か
ら
は
、
派
遣
可
能
期
間
の
規
定
の
撤
廃
が
、
好
景
気
の
最
初
の
段
階
に
お
い
て
雇
用
を
生
み
出
す
反
面
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み
出
す
効
果
を
も
生
み
出
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
期
的
な
視
野
に
立
て
ば
、
二
〇
一
一
年
改
正
後
の
「
一
時
的
な
労
働
」
の
概
念
の
実
行
化
が
、
直
接
雇
用
を
含
む
基
幹
雇
用
を
生
み
出
す
、
と
い
う
ド
イ
ツ
法
の
政
策
効
果
が
、
日
本
法
の
将
来
に
と
っ
て
、
重
大
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
２
請
負
と
労
働
者
派
遣
の
区
別
に
つ
い
て
請
負
契
約
で
は
、
請
負
企
業
は
、
契
約
で
合
意
さ
れ
た
方
法
で
、
適
時
、
義
務
づ
け
ら
れ
た
仕
事
の
完
成
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
一
般
に
、
請
負
の
成
果
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
使
用
者
が
請
負
業
務
を
独
立
し
て
処
理
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
。
企
業
は
、
契
約
に
お
い
て
予
定
さ
れ
る
雇
用
の
履
行
に
対
し
、
又
は
義
務
づ
け
ら
れ
た
仕
事
の
製
作
に
対
し
て
、
責
任
が
あ
る
。
請
負
企
業
は
、
仕
事
の
種
類
、
経
過
、
又
は
、
配
分
を
自
ら
決
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
三
者
（
注
文
者
）
は
、
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製
作
者
の
労
働
者
に
対
す
る
命
令
権
は
有
し
て
い
な
い
。
請
負
契
約
と
労
働
者
派
遣
の
具
体
的
な
境
界
づ
け
の
た
め
に
は
、
原
則
的
に
は
、
総
合
的
な
判
断
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
要
し
、
す
べ
て
の
事
情
の
考
量
が
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
他
の
要
素
と
の
関
連
で
決
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
行
政
で
は
、「
性
質
上
個
別
化
し
得
て
、
請
負
企
業
に
帰
属
可
能
な
、
請
負
成
果
に
関
す
る
合
意
と
作
成
」
と
い
う
要
素
も
重
要
視
さ
れ
る
。
契
約
に
特
有
の
特
有
な
給
付
が
、
顧
客
や
委
託
者
の
た
め
に
一
定
の
仕
事
の
成
果
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
約
束
さ
れ
た
仕
事
の
目
的
物
の
製
作
と
調
達
に
あ
る
。
例
え
ば
、
顧
客
の
た
め
に
企
業
が
一
定
の
建
築
物
を
製
作
し
た
り
、
自
動
車
を
修
理
し
た
り
す
る
。
こ
れ
と
の
関
係
で
は
、
注
文
企
業
の
工
場
の
ラ
イ
ン
で
、
注
文
企
業
の
労
働
者
と
混
合
し
て
、
請
負
労
働
者
を
動
員
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
派
遣
の
兆
候
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
連
邦
雇
用
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
説
明
書
（M
erkblatt
）
一
六
ａ
版
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
通
り
、「
成
果
に
根
ざ
し
た
請
負
給
付
の
算
定
」
が
問
わ
れ
、
請
負
給
付
が
成
果
で
算
定
さ
れ
ず
、
時
間
で
対
価
が
予
定
さ
れ
る
請
負
契
約
は
、
違
法
な
派
遣
の
兆
表
に
は
な
り
得
る
。
日
本
法
で
も
、
本
来
は
、
派
遣
料
金
や
請
負
代
金
が
、
実
際
に
か
か
っ
た
実
績
作
業
時
間
数
に
上
記
作
業
単
価
を
乗
じ
て
算
出
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
派
遣
さ
れ
る
労
働
者
一
人
当
た
り
の
時
給
を
基
準
と
し
て
決
め
て
い
た
場
合
、
他
の
要
素
（
前
述
の
１
な
い
し
２
）
と
あ
い
ま
っ
て
、
請
負
契
約
を
仮
装
し
て
い
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
労
働
者
派
遣
で
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
の
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
判
断
し
て
い
く
べ
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
労
働
契
約
と
は
異
な
り
、
請
負
契
約
の
場
合
、
瑕
疵
担
保
の
責
任
が
存
?38
）
す
る
。
比
較
法
的
に
は
、
日
本
法
と
ド
イ
ツ
法
双
方
に
お
け
る
行
政
上
の
基
準
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
で
も
共
通
し
て
一
要
素
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
み
た
さ
れ
な
い
場
合
に
は
（
仕
事
を
完
成
す
る
た
め
の
責
任
、
特
に
瑕
疵
担
保
責
任
が
負
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
）、
実
質
上
労
働
者
派
遣
の
隠
れ
蓑
と
し
て
、
業
務
請
負
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
仕
事
を
完
成
す
る
た
め
の
責
任
、
特
に
瑕
疵
担
保
責
任
と
い
う
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請
負
契
約
の
私
法
的
観
点
が
解
釈
に
生
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
請
負
契
約
や
委
任
契
約
で
は
、
使
用
者
が
独
自
の
企
業
の
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
重
要
で
あ
る
。
委
任
契
約
で
は
、
他
の
経
済
的
な
利
益
領
域
内
で
の
他
人
の
利
益
の
た
め
の
経
済
的
な
性
格
の
あ
る
独
立
し
た
職
務
と
定
義
さ
?39
）
れ
る
。
委
任
契
約
で
は
、
依
頼
主
と
の
関
係
で
、
独
立
し
た
職
務
を
前
提
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
受
託
者
か
ら
動
員
さ
れ
る
補
助
的
な
労
働
者
は
、
委
託
者
の
命
令
に
は
服
さ
な
い
。
委
託
者
の
事
業
所
組
織
へ
の
編
入
は
、
委
託
の
遂
行
の
た
め
に
は
、
必
要
で
は
?40
）
な
い
。
こ
の
た
め
、
請
負
契
約
と
派
遣
労
働
契
約
と
の
限
界
付
け
で
用
い
ら
れ
た
基
準
が
用
い
ら
?41
）
れ
る
。
こ
う
し
た
考
察
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
1.
法
的
な
規
定
に
即
応
し
た
瑕
疵
担
保
が
合
意
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
2.
当
該
供
給
先
企
業
の
も
と
で
労
働
者
が
そ
の
企
業
組
織
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
当
該
労
働
力
を
供
給
先
企
業
の
不
可
欠
な
労
働
力
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
、
労
務
提
供
に
あ
た
っ
て
、
指
揮
命
令
権
の
行
使
が
供
給
先
で
行
わ
れ
て
い
た
場
合
、
例
え
ば
、
労
務
指
揮
権
の
行
使
が
供
給
先
企
業
に
お
い
て
行
わ
れ
、
こ
れ
に
加
え
て
、
①
供
給
先
で
の
作
業
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
?42
）
い
た
、
②
作
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
使
用
す
る
設
備
・
装
備
は
す
べ
て
供
給
先
会
社
の
所
有
物
で
あ
り
、
作
業
衣
・
安
全
靴
、
ネ
ー
ム
・
プ
レ
ー
ト
等
も
供
給
先
会
社
か
ら
労
働
者
へ
支
給
若
し
く
は
貸
与
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
が
存
す
る
?43
）
場
合
、
3.
派
遣
労
働
者
の
業
務
内
容
・
期
間
が
労
働
者
派
遣
法
で
定
め
る
範
囲
を
超
え
て
い
る
?44
）
場
合
、
4.
対
象
義
務
?45
）
違
反
5.
供
給
先
が
人
事
考
課
等
を
行
っ
て
?46
）
い
る
、
あ
る
い
は
、
?47
）
賃
金
、
出
張
日
当
、
各
種
手
当
料
等
が
社
員
と
同
じ
基
準
で
供
給
先
か
ら
直
接
支
払
わ
れ
て
い
る
?48
）
場
合
、
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労
働
者
派
遣
に
該
当
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
?49
）
あ
る
。
さ
ら
に
、
立
ち
入
っ
て
詳
細
な
議
論
を
展
開
す
れ
ば
、「
労
働
が
、
請
負
企
業
の
材
料
及
び
道
具
に
よ
っ
て
主
に
提
供
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ど
う
か
」（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
力
派
遣
法
四
条
二
項
二
）
は
、
本
質
的
に
あ
ま
り
重
要
な
要
素
と
は
思
わ
れ
な
い
。「
自
己
の
責
任
と
負
担
で
準
備
し
、
調
達
す
る
」（
日
本
法
上
の
「
労
働
者
派
遣
事
業
と
請
負
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
業
と
の
区
分
に
関
す
る
基
準
」）
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
の
行
政
上
、
委
任
契
約
で
あ
っ
て
も
、
請
負
契
約
で
あ
っ
て
も
、
第
三
者
の
動
員
企
業
か
ら
、
資
材
を
借
り
、
提
供
さ
れ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
、
労
働
者
派
遣
で
あ
る
と
は
さ
れ
?50
）
な
い
。
ド
イ
ツ
法
上
も
、
第
三
者
の
動
員
企
業
か
ら
、
資
材
を
借
り
、
提
供
さ
れ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
、
労
働
者
派
遣
で
あ
る
と
は
さ
れ
?51
）
な
い
。
し
か
し
、
違
法
派
遣
の
兆
表
で
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
業
務
の
指
示
も
、
請
負
契
約
上
の
注
文
者
の
命
令
権
の
行
使
と
、
労
働
契
約
上
の
類
の
命
令
の
付
与
と
の
間
で
、
十
分
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
?52
）
あ
る
。
請
負
契
約
上
の
注
文
者
の
命
令
権
の
行
使
は
、
仕
事
を
完
成
さ
せ
る
債
務
を
主
た
る
目
的
と
す
る
請
負
契
約
の
性
格
上
、
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
。
つ
ま
り
、「
こ
れ
と
関
連
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
な
い
し
吟
味
す
る
権
利
を
含
め
て
、
請
負
契
約
上
の
命
令
権
の
行
使
か
ら
は
、
労
働
者
派
遣
契
約
の
存
在
は
推
断
さ
れ
な
い
。
第
三
者
の
諸
命
令
が
、
対
象
に
（gegensta?ndlich
）
限
定
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
提
供
さ
れ
る
べ
き
請
負
給
付
に
関
連
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
請
負
契
約
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
契
約
上
の
命
令
は
、
労
働
者
派
遣
を
肯
定
す
る
」
の
で
?53
）
あ
る
。
日
本
の
行
政
上
は
、
請
負
契
約
か
ら
、
注
文
者
が
命
令
権
を
行
使
し
て
も
、
違
法
な
労
働
者
派
遣
と
取
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
?54
）
あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
注
文
者
が
生
産
効
率
を
考
え
、
顧
客
の
需
要
に
応
じ
た
量
だ
け
生
産
を
行
い
、
注
文
者
が
生
産
計
画
を
決
定
し
、
こ
れ
を
各
請
負
会
社
に
生
産
を
指
示
す
る
と
い
う
カ
ン
バ
ン
方
式
を
採
用
し
て
い
た
。
結
局
、
仕
事
の
完
成
を
請
け
負
う
の
は
請
負
企
業
な
の
で
あ
る
か
ら
、
請
負
契
約
に
お
け
る
請
負
企
業
の
独
立
性
が
認
め
ら
れ
ず
、
請
負
契
約
の
重
要
な
部
分
で
あ
る
仕
事
の
完
成
に
つ
い
て
特
に
注
文
者
自
ら
製
法
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等
に
指
示
し
て
い
る
場
合
に
は
、
か
か
る
指
示
は
、
請
負
契
約
の
域
を
超
え
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
請
負
契
約
製
造
ラ
イ
ン
ご
と
に
生
産
す
る
機
種
の
製
造
順
序
を
指
定
し
た
「
生
産
順
位
表
」
を
各
請
負
会
社
に
渡
し
、
こ
の
順
序
に
従
っ
て
生
産
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
お
り
、
請
負
会
社
が
業
務
遂
行
に
関
す
る
指
示
そ
の
他
の
管
理
を
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
?55
）
場
合
、
仕
事
の
完
成
を
性
格
と
す
る
請
負
契
約
の
域
を
超
え
て
お
り
、
注
文
者
と
し
て
許
さ
れ
る
指
示
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
労
働
法
の
領
域
で
、
実
務
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
請
負
契
約
は
、
民
法
上
の
請
負
契
約
と
い
う
ひ
と
つ
の
型
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
解
釈
上
の
問
題
は
私
法
に
お
け
る
契
約
解
釈
の
課
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
私
法
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
は
、
業
務
請
負
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
は
、
商
法
に
も
規
定
さ
れ
る
「
作
業
又
は
労
務
の
請
負
」（
商
法
五
〇
二
条
）
に
近
く
、
民
法
の
解
釈
と
は
な
じ
ま
な
い
と
い
う
議
論
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
戦
後
の
偽
装
請
負
を
め
ぐ
る
法
規
制
を
み
て
も
、
民
法
上
の
請
負
を
意
識
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
も
の
で
?56
）
あ
り
、
こ
の
解
釈
上
の
問
題
は
私
法
、
特
に
、
民
法
に
お
け
る
契
約
解
釈
の
課
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
て
?ｉ
）
い
る
。
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?２
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M
(2002）
149.
?３
）
小
野
善
康
『
不
況
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』（
中
公
新
書
・
二
〇
〇
七
年
）
二
〇
四
頁
。
?４
）B
erichterstattein Ieke van den B
urg,A
usschuss fu?r B
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ericht u?ber den V
orschlag
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arlam
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ates u?ber die A
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eiharbeitnehm
ern
(K
O
M
(2002)
149-C
5-0140/2002-2002/0072
(C
O
D
）),A
5-0356/2002.
?５
）G
ea?nderter V
orschlag fu?r eine R
ichtlinie des E
uropa?ischen P
arlam
ents und des R
ates u?ber die A
rbeitsbedingungen von
 
L
eiharbeitnehm
er,K
O
M
(2002）
701.
?６
）
一
時
的
な
労
働
で
な
い
労
働
者
派
遣
を
さ
せ
た
場
合
の
法
律
効
果
に
は
、
争
い
が
あ
る
。
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
労
働
裁
判
所
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は
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
二
日
判
決
に
お
い
て
、
本
条
の
違
反
に
よ
り
、
派
遣
先
へ
の
擬
制
的
な
労
働
関
係
が
成
立
す
る
と
判
断
し
て
い
る
（L
A
G
 
B
aden -W
u?rttem
berg U
rt.v. 22. 11. 2012
in Juris
）。
こ
れ
に
対
し
、
有
力
な
学
説
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
は
、
法
律
上
の
効
果
は
生
じ
な
い
と
し
て
い
る
（B
oem
ke /L
em
pke,A
Ü
G
,F
rankfurt a.M
.,
2013,
?
1
R
n. 115
）。
こ
の
学
説
は
、
上
述
の
判
例
と
は
異
な
り
、
同
規
定
が
、
法
律
上
の
拘
束
力
の
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
本
条
に
い
う
一
時
的
な
労
働
の
違
反
の
場
合
に
は
、
労
働
関
係
は
擬
制
さ
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
二
〇
〇
二
年
以
前
の
旧
一
三
条
は
、「
労
働
関
係
が
、
就
業
促
進
法
四
条
に
反
し
て
行
な
わ
れ
た
職
業
紹
介
に
よ
る
と
き
は
、
か
か
る
労
働
関
係
の
使
用
者
に
対
す
る
労
働
者
の
労
働
法
上
の
請
求
権
は
、
合
意
に
よ
っ
て
は
、
排
除
さ
れ
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
違
法
派
遣
の
場
合
に
、
労
働
者
の
保
護
の
た
め
、
派
遣
先
と
の
労
働
関
係
が
擬
制
さ
れ
た
。
こ
の
規
定
の
削
除
の
結
果
、
一
時
的
な
労
働
で
な
い
派
遣
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
労
働
契
約
上
の
法
律
効
果
は
、
も
は
や
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
と
解
し
て
い
る
。
?７
）
ド
イ
ツ
語
（
デ
ュ
ー
デ
ン
に
よ
る
）
の
語
彙
と
し
て
は
、「
一
時
的
な
労
働
」
と
は
、
一
定
の
期
間
だ
け
の
も
の
（nur eine gew
isse
）、
長
期
で
継
続
的
で
は
な
い
も
の
（nicht lange dauernd
）、
短
期
間
（kurze Zeit
）
を
さ
す
。
?８
）B
T
-D
s. 17/4804.
?9
）B
T
-D
s. 17/4804
;H
am
ann,N
ZA
2011,S. 72.
こ
れ
は
、
派
遣
可
能
期
間
が
無
制
約
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
派
遣
可
能
期
間
を
最
長
期
間
と
し
て
時
間
的
要
素
で
定
め
る
の
を
放
棄
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
?10
）A
usschussdrucksache
17(11)
431,S. 15(17).
?11
）A
.a.O
.,S.17.
?12
）U
lber,A
rbeitnehm
eru?berlassungsgesetz, 4.A
ufl.,F
rankfurt.a.M
., 2011, ?
1,R
n. 230z.
?13
）Zim
m
erm
ann,A
rbR
A
ktuell
2011,S. 62.
?14
）D
u?w
ell,A
usschussdrucksache
17(11)
447ff.,S. 56, 57.
?15
）D
u?w
ell,a.a.O
.,S. 57.
?16
）R
ielbe /V
ielm
eier,E
uZA
2011,S. 474(489).
?17
）B
A
G B
eschluss v. 10. 7. 2013,N
ZA 2013,S.1296.
新
聞
の
発
行
者
で
あ
る
使
用
者
で
は
、
事
業
所
委
員
会
の
た
め
に
二
〇
人
以
上
の
選
挙
権
の
あ
る
労
働
者
が
従
事
し
て
い
た
。
二
〇
一
一
年
四
月
五
日
、
企
業
内
で
、
専
門
的
労
働
者
、
プ
レ
ミ
ア
の
広
告
販
売
と
い
う
ポ
ス
ト
の
公
募
を
出
し
た
。
女
性
Ｓ
は
、
こ
の
公
募
に
応
募
し
、
二
〇
一
〇
年
一
月
使
用
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者
の
下
で
職
業
訓
練
を
終
了
し
た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
使
用
者
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
一
年
一
月
ま
で
、
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
労
働
協
約
を
基
礎
と
し
て
、
労
働
関
係
で
雇
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
Ｄ
株
式
会
社
を
通
じ
て
、
派
遣
労
働
者
と
し
て
使
用
者
の
下
で
派
遣
さ
れ
、
そ
の
際
、
二
年
の
期
間
の
定
め
る
の
あ
る
職
務
を
さ
し
あ
た
っ
て
は
予
定
し
て
い
た
。
二
〇
一
一
年
四
月
に
、
二
〇
一
一
年
四
月
五
日
公
募
に
出
さ
れ
た
ポ
ス
ト
で
、
時
間
的
な
制
限
な
く
、
Ｄ
か
ら
派
遣
さ
れ
る
派
遣
労
働
者
と
し
て
就
労
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
Ｄ
は
、
労
働
者
は
派
遣
法
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
労
働
者
派
遣
許
可
を
有
し
て
い
た
。
使
用
者
は
、
社
員
と
し
て
、
こ
れ
に
参
加
し
て
い
た
。
Ｓ
の
派
遣
労
働
者
と
し
て
の
派
遣
は
、
使
用
者
の
人
事
政
策
と
関
連
性
を
有
し
て
い
た
。
二
〇
〇
五
年
に
ま
ず
、
呼
出
の
労
働
力
（A
brufkra?fte
）
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
て
い
た
ポ
ス
ト
は
、
派
遣
労
働
者
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
開
始
さ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
、
使
用
者
は
事
業
所
委
員
会
に
通
知
し
、
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
に
よ
り
、
す
べ
て
の
埋
め
ら
れ
る
べ
き
新
た
な
ポ
ス
ト
は
、
Ｄ
の
派
遣
労
働
者
で
の
み
埋
め
る
つ
も
り
で
あ
る
と
通
知
し
た
。
使
用
者
の
目
的
は
、
使
用
者
の
観
点
か
ら
は
必
要
な
人
事
コ
ス
ト
の
構
造
変
化
を
達
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
新
た
な
ポ
ス
ト
の
補
充
が
問
題
に
な
る
場
合
に
は
、
こ
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
放
棄
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二
〇
一
一
年
四
月
一
八
日
事
業
所
委
員
会
に
あ
っ
た
雇
入
れ
の
通
知
に
よ
っ
て
、
使
用
者
は
、
人
事
記
録
で
参
照
さ
れ
る
べ
き
Ｓ
の
応
募
書
類
を
提
示
し
て
、
二
〇
一
一
年
五
月
一
日
以
降
の
派
遣
労
働
者
と
し
て
の
時
間
的
に
無
制
限
の
雇
用
の
た
め
の
採
用
の
た
め
の
、
事
業
所
委
員
会
の
同
意
を
要
求
し
た
。
使
用
者
は
、
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
以
降
の
通
知
を
関
連
付
け
、
重
度
障
害
者
が
応
募
さ
れ
ず
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
応
募
は
な
い
と
指
摘
し
た
。
Ｓ
女
史
の
人
物
に
つ
い
て
の
指
摘
と
デ
ー
タ
は
、
事
業
所
委
員
会
に
知
ら
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
事
業
所
委
員
会
に
は
、
労
働
者
派
遣
法
に
よ
る
Ｄ
の
許
可
が
す
で
に
あ
る
と
し
た
。
二
〇
一
一
年
四
月
二
一
日
、
事
業
所
委
員
会
は
、
こ
の
措
置
に
つ
い
て
の
同
意
を
拒
否
し
た
。
二
〇
一
一
年
四
月
二
七
日
の
さ
ら
な
る
雇
入
れ
の
通
知
に
よ
っ
て
、
使
用
者
は
、
Ｓ
の
雇
入
れ
が
客
観
的
な
理
由
か
ら
差
し
迫
っ
て
必
要
で
あ
る
と
要
求
し
た
。
二
〇
一
一
年
五
月
五
日
労
働
裁
判
所
で
開
始
さ
れ
た
訴
え
に
よ
っ
て
、
使
用
者
は
、
事
業
所
委
員
会
の
同
意
を
裁
判
所
に
よ
っ
て
補
充
す
る
こ
と
、
仮
の
動
員
の
差
し
迫
っ
た
必
要
性
の
確
認
を
求
め
た
。
事
業
所
委
員
会
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
る
同
意
拒
否
の
理
由
は
存
し
得
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
措
置
の
仮
の
実
施
は
、
差
し
迫
っ
た
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
使
用
者
は
、
1.
二
〇
一
一
年
四
月
二
一
日
の
通
知
に
よ
っ
て
、
事
業
所
委
員
会
に
よ
っ
て
、
Ｓ
の
雇
入
れ
の
同
意
拒
否
を
補
充
す
る
こ
と
、
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2.
二
〇
一
一
年
五
月
一
日
ま
で
に
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
Ｓ
の
仮
の
採
用
が
、
客
観
的
な
理
由
か
ら
差
し
迫
っ
て
必
要
で
あ
っ
た
と
の
確
認
を
求
め
た
。
事
業
所
委
員
会
は
申
立
て
の
拒
否
を
求
め
た
。
?18
）
例
え
ば
、
派
遣
労
働
者
が
、
疾
病
に
あ
る
労
働
者
の
代
理
を
理
由
と
し
て
、
二
年
半
派
遣
先
に
派
遣
さ
れ
た
場
合
に
、
か
か
る
代
理
の
業
務
は
、
一
時
的
な
労
働
と
い
い
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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当
事
者
は
、
使
用
者
に
よ
る
他
企
業
の
従
業
員
の
就
労
の
破
棄
を
争
っ
て
い
る
。
使
用
者
は
、
約
二
五
〇
人
の
労
働
者
で
、
鋳
鉄
作
業
を
営
ん
で
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
着
色
と
腐
食
保
護
（T
aufgrundierung
）
は
、
使
用
者
の
事
業
所
の
自
ら
の
部
屋
で
行
わ
れ
て
い
た
。
相
当
の
色
を
も
っ
た
タ
ン
ク
に
一
部
が
沈
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
一
月
三
一
日
ま
で
、
使
用
者
は
、
労
働
者
Ｒ
を
一
つ
の
シ
フ
ト
で
こ
の
職
務
に
就
か
せ
た
。
必
要
に
応
じ
て
、
二
つ
の
シ
フ
ト
で
、
使
用
者
の
別
の
労
働
者
を
就
労
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
、
派
遣
労
働
者
を
就
労
さ
せ
て
い
た
。
従
業
員
Ｒ
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
三
一
日
ま
で
、
老
齢
を
理
由
と
し
て
、
労
働
関
係
を
退
職
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
二
月
一
日
よ
り
、
着
色
と
腐
食
保
護
は
、
企
業
Ｉ
の
一
人
ま
た
は
二
人
の
従
業
員
に
よ
っ
て
実
行
し
て
い
る
。
企
業
Ｉ
は
、
清
掃
業
の
一
企
業
で
あ
り
、
一
九
九
六
年
五
月
に
、
請
負
契
約
に
基
づ
い
て
、
当
該
使
用
者
の
鋳
物
業
の
領
域
で
清
掃
事
業
を
実
施
す
る
企
業
で
あ
る
。
こ
の
作
業
に
関
し
て
、
請
負
契
約
が
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
七
日
締
結
さ
れ
、
特
に
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
請
負
契
約
企
業
Ｊ
と
企
業
Ｉ
Ｏ
Ｈ
Ｇ
と
の
間
で
、
次
の
よ
う
な
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
企
業
Ｊ
は
、
鋳
造
の
着
色
の
補
助
作
業
を
企
業
Ｉ
Ｏ
Ｈ
Ｇ
へ
完
全
に
与
え
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
企
業
Ｊ
は
、
こ
の
委
託
の
た
め
別
室
を
与
え
る
。
企
業
Ｊ
の
従
業
員
は
、
企
業
Ｉ
の
従
業
員
に
対
し
て
、
命
令
権
限
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
企
業
Ｉ
の
上
司
に
唯
一
服
す
る
。
明
示
的
に
、
企
業
Ｉ
の
従
業
員
は
、
企
業
Ｊ
の
組
織
の
経
過
に
統
合
さ
れ
ず
、
労
働
時
間
の
把
握
は
企
業
Ｊ
の
時
間
記
録
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
単
一
化
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
実
施
さ
れ
る
。
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
も
っ
ぱ
ら
企
業
Ｉ
と
企
業
Ｊ
と
の
間
の
算
定
の
た
め
に
利
用
さ
れ
、
企
業
Ｊ
の
算
定
リ
ス
ト
（A
brechnungslisten
）
に
は
記
録
さ
れ
な
い
。
着
色
さ
れ
た
パ
ー
ツ
は
、
Ｆ
・
Ｊ
に
よ
っ
て
納
入
さ
れ
、
受
け
取
り
に
来
る
。
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こ
の
業
務
の
付
与
は
、
週
一
二
八
〇
Ｄ
Ｍ
の
固
定
価
格
で
、
付
加
価
値
税
を
加
え
て
、
行
わ
れ
る
。
こ
の
価
格
は
、
約
四
〇
時
間
の
委
託
の
量
に
相
当
す
る
。
委
託
の
量
が
変
更
さ
れ
る
場
合
に
は
、
企
業
Ｊ
の
操
業
短
縮
や
時
間
外
労
働
に
よ
っ
て
、
相
当
に
調
整
さ
れ
る
。
不
服
は
、
直
接
、
受
託
者
に
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
本
委
託
は
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
一
日
に
開
始
す
る
。」
企
業
Ｉ
の
従
業
員
は
、
加
工
し
た
部
品
を
、
使
用
者
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
よ
っ
て
、
倉
庫
か
ら
受
け
取
ら
れ
、
着
色
と
腐
食
保
護
処
理
さ
れ
、
そ
の
パ
ー
ツ
を
倉
庫
の
場
所
に
再
び
戻
さ
れ
る
。
企
業
Ｉ
の
従
業
員
は
、
事
業
所
に
適
用
さ
れ
る
労
働
時
間
と
並
行
し
て
働
く
が
、
一
時
間
の
延
長
も
あ
り
得
る
。
保
護
靴
は
、
企
業
Ｉ
に
よ
っ
て
自
由
に
利
用
で
き
る
。
危
険
物
規
則
二
〇
条
に
よ
る
命
令
な
ら
び
に
、
安
全
記
録
票
の
掲
示
は
、
当
事
者
の
使
用
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
企
業
Ｉ
は
、
従
業
員
の
た
め
に
鋳
業
の
領
域
の
カ
ギ
を
与
え
、
こ
の
使
用
者
の
労
働
時
間
外
で
も
、
着
色
と
腐
食
保
護
の
領
域
に
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
従
業
員
は
、
付
与
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
か
ら
情
報
を
獲
得
で
き
、
加
工
さ
れ
る
部
品
と
と
も
に
付
与
さ
れ
る
、
箱
ま
た
は
、
格
子
上
の
箱
に
、
付
属
の
文
書
を
得
ら
れ
る
。
企
業
Ｉ
の
従
業
員
が
新
た
な
塗
料
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
塗
料
を
入
手
す
る
使
用
者
の
従
業
員
に
述
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
使
用
者
の
従
業
員
は
、
順
序
を
決
め
、
委
員
会
が
処
理
す
る
。
多
く
の
パ
ー
ツ
が
、
加
工
さ
れ
る
場
合
に
は
、
企
業
Ｉ
の
従
業
員
が
通
常
の
労
働
時
間
で
片
づ
け
ら
れ
、
時
間
外
労
働
を
命
じ
、
ま
た
は
さ
ら
な
る
従
業
員
を
投
入
す
る
の
は
、
企
業
Ｉ
の
義
務
と
な
る
。
企
業
Ｉ
自
身
は
、
誰
を
動
員
し
、
特
に
、
当
初
動
員
さ
れ
て
い
た
従
業
員
の
休
暇
の
注
の
場
合
や
従
業
員
の
疾
病
の
場
合
の
代
理
の
事
例
で
は
、
誰
を
動
員
す
る
か
を
決
め
る
。
事
業
所
委
員
会
は
、
企
業
Ｉ
の
従
業
員
の
雇
用
が
、
派
遣
の
形
態
で
共
同
決
定
義
務
の
あ
る
雇
入
れ
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
企
業
Ｉ
は
、
着
色
と
腐
食
保
護
の
作
業
の
た
め
に
は
、
要
件
を
充
た
し
て
い
な
い
。
一
人
の
人
を
置
い
て
い
る
だ
け
だ
と
主
張
し
た
。
事
業
所
委
員
会
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｈ
Ｇ
と
の
契
約
、
ま
た
、「
着
色
の
補
助
作
業
」
に
就
労
す
る
労
働
者
と
の
契
約
の
枠
内
で
の
就
労
を
破
棄
す
る
よ
う
、
申
請
し
た
。
当
該
使
用
者
は
、
こ
の
申
請
を
棄
却
す
る
求
め
た
。
使
用
者
は
、
企
業
Ｉ
は
、
請
負
契
約
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
事
業
所
組
織
法
九
九
条
の
意
味
で
の
雇
入
れ
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
存
し
な
い
。
す
べ
て
の
質
問
、
見
解
の
相
違
、
そ
し
て
、
問
題
は
、
企
業
Ｉ
の
従
業
員
に
寄
せ
ら
れ
る
と
の
見
解
を
主
張
し
た
。労
働
裁
判
所
は
、
こ
の
申
請
を
棄
却
し
た
。
ラ
ン
ト
労
働
裁
判
所
は
、
事
業
所
委
員
会
の
異
議
を
棄
却
し
た
。
ラ
ン
ト
労
働
裁
判
所
に
よ
っ
て
許
可
さ
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れ
た
異
議
申
立
て
に
よ
っ
て
、
事
業
所
委
員
会
は
、
そ
の
申
請
を
さ
ら
に
追
求
し
、
連
邦
労
働
裁
判
所
に
判
断
を
求
め
た
。
使
用
者
は
か
か
る
異
議
を
棄
却
す
る
よ
う
求
め
た
。
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本
文
の
説
示
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
、
労
働
者
派
遣
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
?こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
、
Ｉ
Ｏ
Ｈ
Ｇ
の
従
業
員
の
就
労
は
、
事
業
所
組
織
法
九
九
条
に
代
わ
る
労
働
者
派
遣
法
一
四
条
三
項
に
よ
れ
ば
、
共
同
決
定
義
務
も
な
い
。
派
遣
労
働
者
の
就
労
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
労
働
者
派
遣
の
場
合
に
、
派
遣
先
に
対
し
て
、
労
働
者
を
利
用
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
事
業
所
に
お
け
る
独
自
の
観
念
と
目
的
に
よ
り
、
独
自
の
労
働
者
と
同
様
に
、
労
働
者
を
動
員
す
る
も
の
で
あ
る
。
労
働
力
は
、
事
業
所
に
完
全
に
派
遣
先
の
事
業
所
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
そ
の
命
令
に
よ
り
労
働
を
実
施
す
る
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｉ
の
従
業
員
は
使
用
者
の
事
業
所
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」。
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事
実
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
八
二
年
一
一
月
二
二
日
よ
り
、
一
九
九
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
労
働
契
約
に
よ
り
、
電
気
関
連
の
設
計
者
と
し
て
Ｗ
社
（
被
告
）
に
勤
務
し
て
い
た
。
Ｒ
株
式
会
社
（
被
告
の
権
利
の
承
継
人
）
の
Ｆ
発
電
所
に
、
動
員
さ
れ
て
い
た
。
Ｗ
社
と
締
結
し
た
労
働
契
約
に
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。「
本
企
業
は
、
顧
客
で
の
企
業
内
又
は
企
業
外
の
業
務
を
従
業
員
に
割
り
当
て
る
権
限
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、
労
働
の
指
示
は
、
顧
客
が
与
え
、
同
様
に
、
従
業
員
は
、
そ
の
都
度
与
え
ら
れ
る
労
働
時
間
に
あ
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
事
権
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
は
変
更
を
加
え
ら
れ
な
い
」
原
告
は
、
Ｆ
発
電
所
に
お
い
て
は
、
Ｔ
局
へ
割
り
振
ら
れ
た
。
Ｔ
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
、
専
門
的
な
労
働
者
へ
職
務
を
割
り
当
て
て
い
た
。
原
告
は
、
休
暇
に
つ
い
て
、
被
告
（
動
員
先
企
業
）
の
従
業
員
と
合
意
し
、
そ
の
労
働
不
能
を
直
接
、
被
告
会
社
の
権
利
承
継
人
に
通
知
し
て
い
た
。
原
告
は
、
Ｗ
社
と
の
直
接
労
働
契
約
を
（
一
九
九
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
解
約
告
知
期
間
）
解
約
し
た
。
上
の
Ｒ
株
式
会
社
に
よ
っ
て
一
九
九
五
年
四
月
一
日
に
直
接
雇
用
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
原
告
は
、
こ
の
契
約
締
結
後
、
Ｆ
発
電
所
に
お
け
る
か
つ
て
の
職
務
を
継
続
し
た
。
二
〇
〇
六
年
二
月
一
日
に
労
働
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
訴
え
に
よ
り
、
原
告
は
、
原
告
と
被
告
Ｗ
又
は
権
利
承
継
人
Ｒ
と
の
間
で
、
労
働
関
係
が
一
九
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八
二
年
一
二
月
一
日
よ
り
存
在
す
る
こ
と
の
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
企
業
Ｗ
は
、
こ
の
時
点
で
は
、
被
告
の
権
利
承
継
人
Ｒ
に
対
し
、
労
働
者
派
遣
の
許
可
な
く
、
業
と
し
て
労
働
者
派
遣
を
行
な
っ
て
い
た
と
述
べ
た
。
原
告
は
、
追
加
的
に
、
当
事
者
の
間
で
、
一
九
八
二
年
一
二
月
一
日
以
降
、
労
働
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
確
認
も
請
求
し
た
。
前
審
は
、
訴
え
を
認
め
た
。
一
審
被
告
が
上
告
。
一
審
原
告
は
差
戻
し
を
主
張
し
た
。
連
邦
労
働
裁
判
所
は
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
?25
）B
G
H U
rt.v. 25. 6. 2002
N
ZA
2002,S. 1086.
当
事
者
の
共
同
の
作
業
は
、
一
九
九
八
年
一
月
二
三
日
の
文
書
に
よ
り
、
被
告
の
解
約
に
よ
り
終
了
し
た
。
原
告
は
、
六
三
三
五
六
・
七
一
マ
ル
ク
の
額
の
残
り
の
対
価
と
そ
の
見
解
に
よ
れ
ば
正
当
性
の
な
い
即
時
解
約
を
理
由
と
し
て
六
二
九
七
〇
・
四
九
マ
ル
ク
の
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、
原
告
に
対
し
、
請
負
契
約
に
よ
る
残
り
の
対
価
を
六
一
八
二
七
・
五
五
マ
ル
ク
の
額
で
認
め
、
そ
の
余
の
点
で
は
訴
え
を
棄
却
し
た
。
控
訴
に
よ
り
、
被
告
は
、
棄
却
を
求
め
た
。
控
訴
審
は
、
一
九
九
九
年
一
二
月
二
八
日
の
疎
明
（P
rozessleitender V
erfu?gung
）
に
よ
り
、
請
負
契
約
関
係
は
成
立
せ
ず
、
違
法
な
派
遣
関
係
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
、
被
告
に
投
入
さ
れ
た
従
業
員
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
と
不
当
利
得
の
調
整
方
法
で
の
引
き
渡
し
を
原
告
が
請
求
で
き
る
と
し
、
被
告
の
控
訴
が
見
込
み
の
薄
い
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
原
告
の
主
張
に
よ
り
も
と
も
と
請
求
さ
れ
た
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
売
り
上
げ
の
九
〇
％
で
決
着
さ
せ
、
そ
の
額
は
、
労
働
者
派
遣
の
枠
内
で
は
納
得
の
い
く
も
の
だ
と
指
摘
し
た
。
原
告
の
代
理
人
に
一
九
九
九
年
一
二
月
三
一
日
に
こ
の
疎
明
（V
erfu?gung
）
は
送
達
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
一
月
二
一
日
の
口
頭
弁
論
で
被
告
に
そ
の
訴
答
書
類
が
渡
さ
れ
た
の
ち
、
原
告
は
そ
の
内
容
に
反
論
し
な
か
っ
た
。
控
訴
審
は
、
取
り
消
さ
れ
る
べ
き
判
決
を
変
更
し
、
訴
え
を
す
べ
て
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
が
上
告
し
た
。
上
告
に
よ
り
、
原
判
決
は
破
棄
さ
れ
、
差
し
戻
さ
れ
た
。
原
審
は
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
派
遣
元
と
派
遣
労
働
者
と
の
労
働
契
約
は
無
効
と
な
り
、
擬
制
的
な
労
働
関
係
が
認
め
ら
れ
た
。
派
遣
先
で
就
労
を
始
め
て
以
降
は
、
派
遣
先
で
の
従
業
員
の
労
働
関
係
が
開
始
さ
れ
る
。
原
告
会
社
が
従
業
員
に
賃
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
原
告
に
対
し
派
遣
元
は
請
求
で
き
な
い
。
し
か
し
、
原
告
は
派
遣
先
に
対
し
て
賃
金
を
請
求
し
得
る
。
こ
の
限
り
で
、
派
遣
元
は
、
派
遣
先
に
不
当
利
得
の
返
還
請
求
権
を
有
す
る
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
原
告
は
、
従
業
員
へ
の
支
払
い
を
請
求
し
な
か
っ
た
。
原
審
は
、
か
か
る
支
払
い
請
求
が
な
い
、
ま
た
、
請
求
額
に
つ
い
て
具
体
的
で
は
な
い
と
し
た
。
連
邦
労
働
裁
判
所
は
、
こ
れ
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
二
一
日
の
口
頭
弁
論
で
の
原
審
の
指
摘
義
務
の
履
行
が
十
分
で
な
い
と
い
う
原
告
の
上
告
が
正
当
で
あ
る
と
し
た
。
控
訴
審
は
、
一
九
九
九
年
一
二
月
二
八
日
の
疎
明
（P
rozessleitender V
erfu?gung
）
に
よ
り
、
請
負
契
約
関
係
は
成
立
せ
ず
、
違
法
な
派
遣
関
係
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
原
告
と
被
告
の
合
意
は
労
働
者
派
遣
法
九
条
二
項
に
よ
り
無
効
に
な
り
、
被
告
で
業
務
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を
行
っ
た
従
業
員
へ
原
告
会
社
が
支
払
っ
た
賃
金
は
、
不
当
利
得
に
よ
り
請
求
で
き
る
と
し
た
。
し
か
し
、
問
題
は
、
原
審
で
は
そ
の
額
は
売
り
上
げ
の
九
〇
％
で
、「
そ
れ
は
労
働
者
派
遣
の
枠
で
は
納
得
が
で
き
る
額
だ
」
と
さ
れ
た
。
上
告
審
は
、
原
告
に
よ
る
対
価
の
請
求
と
不
当
利
得
の
請
求
が
考
慮
さ
れ
る
た
め
、
裁
判
所
に
よ
る
指
摘
は
、
適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
請
求
額
と
は
異
な
り
、（
九
〇
％
と
す
る
）
請
求
額
を
退
け
る
根
拠
に
つ
い
て
手
続
違
背
が
あ
る
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
原
審
の
判
断
は
破
棄
差
戻
さ
れ
た
。
?26
）B
A
G U
rt.v. 18. 1. 2012,N
ZA R
R
2012,S. 455.
当
事
者
は
、
違
法
派
遣
を
理
由
と
し
て
擬
制
的
労
働
関
係
の
成
否
を
争
っ
て
い
る
（
労
働
者
派
遣
法
一
〇
条
一
項
）。
?27
）B
A
G U
rt.v. 13. 5. 1992, 7
A
ZR
284/91-N
ZA
1993, 357.
?28
）R
ieble,ZfA
, 2013,S. 137(164).
?29
）Schu?ren /H
am
ann,A
Ü
G
,M
u?nchen, 2010, ?
1,R
n. 134
(H
am
ann ).
?30
）D
rucksache
17/6714,S. 3.
?31
）
民
法
六
三
五
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
注
文
人
は
、
追
完
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
企
業
は
選
択
に
よ
り
瑕
疵
を
除
去
し
又
は
新
た
な
仕
事
を
製
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
?32
）
例
え
ば
、
省
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
発
注
者
が
、
請
負
業
務
の
作
業
工
程
に
関
し
て
、
仕
事
の
順
序
・
方
法
等
の
指
示
を
行
っ
た
り
、
請
負
労
働
者
の
配
置
、
請
負
労
働
者
一
人
ひ
と
り
へ
の
仕
事
の
割
付
等
を
決
定
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
請
負
事
業
主
が
自
ら
業
務
の
遂
行
に
関
す
る
指
示
そ
の
他
の
管
理
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
偽
装
請
負
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
発
注
者
が
、
借
り
手
と
し
て
の
立
場
に
あ
る
請
負
事
業
主
に
対
し
て
、
当
該
設
備
の
方
法
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
際
に
、
請
負
事
業
主
の
監
督
の
下
で
労
働
者
に
当
該
説
明
を
受
け
さ
せ
る
場
合
は
、
偽
装
請
負
と
は
な
ら
な
い
。
発
注
者
が
、
安
全
衛
生
上
緊
急
に
対
処
す
る
必
要
の
あ
る
事
項
に
つ
い
て
、
労
働
者
に
対
し
て
指
示
を
行
う
場
合
に
も
、
適
法
と
判
断
さ
れ
る
。
?33
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
労
働
力
派
遣
法
四
条
二
項
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。
?⑵
次
の
よ
う
な
場
合
に
、
特
に
労
働
者
派
遣
で
あ
る
と
す
る
。
労
働
者
が
、
仕
事
の
注
文
者
の
事
業
所
に
お
い
て
、
そ
の
労
務
の
提
供
を
請
負
契
約
の
履
行
に
お
い
て
、
労
務
の
提
供
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
1.
仕
事
注
文
者
の
製
作
物
、
雇
用
提
供
、
及
び
中
間
の
成
果
と
は
異
な
っ
て
、
区
別
し
え
て
、
請
負
企
業
に
帰
属
し
う
る
仕
事
を
製
作
せ
ず
、
又
は
そ
の
作
成
に
関
与
す
る
も
の
で
な
い
2.
労
働
が
、
請
負
企
業
の
材
料
及
び
道
具
に
よ
っ
て
主
に
提
供
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
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3.
請
負
注
文
者
の
事
業
所
に
組
織
的
に
編
入
し
、
そ
の
雇
用
上
の
監
督
な
い
し
専
門
的
な
監
督
に
服
す
る
、
又
は
4.
請
負
企
業
が
、
請
負
給
付
の
成
果
に
責
任
を
負
わ
な
い
場
合
」
?34
）
大
阪
高
判
平
成
二
三
年
二
月
一
七
日
（
掲
載
誌
な
し
）。
?35
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
三
年
三
月
一
二
日
。
?36
）
こ
の
法
律
の
施
行
は
平
成
二
七
年
（
予
定
）
で
あ
る
。
?37
）R
ieble,ZfA
2013,S. 137(164).
?38
）Schu?ren,W
iV
erW
2001/3,S. 186.
?39
）B
G
H U
rt.v. 25. 4. 1966,N
JW
1966,S
: 1452.
?40
）Schu?ren /H
am
ann,A
Ü
G
, 4.A
ufl.,M
u?nchen, 2010, ?
1,R
n. 211
und
212
(H
am
ann ).
?41
）Schu?ren /H
am
ann,A
Ü
G
, ?
1,R
n. 213
(H
am
ann ).
?42
）
近
畿
放
送
事
件
・
京
都
地
決
昭
和
五
一
年
五
月
一
〇
日
労
働
判
例
二
五
二
号
一
六
頁
。
?43
）
前
掲
近
畿
放
送
事
件
・
京
都
地
決
昭
和
五
一
年
五
月
一
〇
日
。
?44
）
例
え
ば
、
伊
予
銀
行
・
い
よ
ぎ
ん
ス
タ
ッ
フ
サ
ー
ビ
ス
事
件
・
高
松
高
判
平
成
一
八
年
五
月
一
八
日
労
働
判
例
九
二
一
号
三
三
頁
、
ム
サ
シ
鉄
工
事
件
・
名
古
屋
地
判
平
成
二
二
年
三
月
二
五
日
〔
掲
載
誌
な
し
〕
等
多
数
。
?45
）
ホ
ク
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
件
・
東
京
地
判
平
成
九
年
一
一
月
二
六
日
判
例
時
報
一
六
四
六
号
一
〇
六
頁
。
?46
）
前
掲
近
畿
放
送
事
件
・
京
都
地
決
昭
和
五
一
年
五
月
一
〇
日
、
マ
ツ
ダ
事
件
・
山
口
地
判
平
成
二
五
年
三
月
一
三
日
労
働
判
例
一
〇
七
〇
号
六
頁
。
?47
）
安
田
病
院
事
件
・
大
阪
高
判
平
成
一
〇
年
二
月
一
八
日
労
働
判
例
七
四
四
号
六
三
頁
、
最
三
判
平
成
一
〇
年
九
月
八
日
労
働
判
例
七
四
五
号
七
頁
〔
上
告
棄
却
〕、
評
釈
に
は
、
萬
井
隆
令
・
法
律
時
報
七
一
巻
八
号
、
三
井
正
信
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
一
五
七
号
二
〇
七
頁
。
?48
）
前
掲
近
畿
放
送
事
件
・
京
都
地
決
昭
和
五
一
年
五
月
一
〇
日
。
?49
）
職
安
法
規
則
四
条
も
参
照
し
て
い
る
。
?50
）
?労
働
者
派
遣
事
業
と
請
負
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
業
と
の
区
分
に
関
す
る
基
準
」（
三
七
号
告
示
）
に
関
す
る
質
疑
応
答
集
。
?51
）B
A
G U
rt.v. 18. 1. 2012
N
ZA R
R
2012,S. 455.
?52
）B
A
G U
rt.v. 13. 5. 1992, 7
A
ZR
284/91-N
ZA
1993, 357
;R
ieble,ZfA
, 2013,S. 137(164).
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?53
）B
A
G U
rt.v. 13. 5. 1992, 7
A
ZR
284/91-N
ZA
1993, 357.
?54
）
前
掲
ダ
イ
キ
ン
工
業
事
件
・
大
阪
地
判
平
成
二
四
年
一
一
月
一
日
。
?55
）
前
掲
ダ
イ
キ
ン
工
業
事
件
・
大
阪
地
判
平
成
二
四
年
一
一
月
一
日
。
?56
）
濱
口
桂
一
郎
「
請
負
・
労
働
者
供
給
・
労
働
者
派
遣
の
再
検
討
」
日
本
労
働
法
学
会
誌
一
一
四
号
（
二
〇
〇
九
年
）
八
一
頁
（
八
四
頁
）。
鎌
田
耕
一
「
労
働
者
供
給
事
業
禁
止
規
定
の
立
法
趣
旨
と
意
義
」
労
働
法
律
旬
報
一
一
〇
八
号
（
一
九
八
四
年
）
六
二
頁
（
七
四
頁
）
は
、
規
則
四
条
は
、
労
働
法
的
な
観
点
に
立
っ
て
、
民
法
上
の
請
負
を
再
規
制
し
て
い
る
と
い
え
る
と
述
べ
て
い
る
。
?ｉ
）
こ
の
論
文
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
在
外
研
修
中
の
二
〇
一
三
年
一
一
月
七
日
同
大
学
で
行
わ
れ
た
講
演
（
ド
イ
ツ
語
）
を
も
と
に
、
変
更
を
若
干
加
え
て
、
公
刊
す
る
も
の
で
あ
る
。
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